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換
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今
日
の
枇
品
目
に
於
い
て
は
、
交
換
は
吾
々
の
経
済
生
活
の
根
本
的
保
件
で
あ
ち
、
五
ロ
々
は
交
換
関
係
に
入
り
込

む
ニ
記
な
く
し
て
は
生
き
て
日
引
く
司
』
記
は
曲
家
な

ν、
そ

P

フ
し
て
、
少
〈
共
経
糖
生
活
に
闘
す
る
限
h
に
於
い
「
し

は
る
此
の
交
換
ご
一
千
品
枇
曾
的
知
帯
に
よ
っ
て
各
人
が
漣
黙
さ
れ
る
こ
ご
に
よ
っ
て
・
枇
品
目
が
一
つ
の
会
館
的
な

る
枇
曾
ご
し
て
成
立
し
て
ゐ
る
。
斯
様
な
根
本
的
意
義
を
持
つ
所
り
突
換
は
、
勿
論
、
直
接
交
換
で
は
な
く
て
間

接
交
換
で
あ
h
・
而
か
一
も
そ
れ
は
単
純
な
る
間
接
交
換
で
は
な
〈
て
其
の
最
高
後
展
形
態
た
る
貨
幣
交
換
で
の

る
。
直
接
変
換
は
蛍
説
者
双
方

ω欲
求
が
丁
度
都
合
よ
〈
調
和
し
た
時
に
の
み
起
り
得
る
も
の
で
あ
る
が
、
賞
事

者
双
方

ω欲
求
が
丁
度
都
合
よ
〈
調
和
す
る
が
如
、
百
こ
ご
は
偶
然
的
で
ゐ
与
、
者
し
貨
幣
が
消
滅
す
る
な
ら
ば
吾

々
は
忽
も
生
活
に
寂
し
な
り
れ
ば
な
ら
な
い
九
今
日
の
な
有
財
産
ピ
砂
業
ご
の
上
に
立
つ
枇
曾
に
於
い
て
各
人
が

各
自
の
生
活
を
継
持
し
得
る
所
以
の
も
の
は
、
一
般
的
交
換
手
段
た
る
貨
幣
が
存
在
す
る
勉
め
に
外
な
ら
な
い
。

、司'.・..・
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貨
情
は
今
日
の
巨
大
な
る
枇
曾
的
経
隣
生
活
の
機
構
の
運
鴨
に
必
要
な
油
で
あ
る
。

新
岐
に
今
日

ωrn日
々
の
組
掛
生
活
は
交
故
を
版
本
僚
件
記
し
、
貨
僻
は
、
一
般
的
交
換
手
段
ピ
し
寸
一
根
本
的
な

重
要
き
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
今
日
の
経
済
生
活
を
観
察
す
る
時
、
五
円
々
は
交
換
以
外
に
貨
常
ピ
不
可
分
離

の
関
係
に
在
る
所
の
、
他
の
事
W
H
e
e
後
見
す
る
、
共
れ
は
剛
問
権
で
あ
る
。
活
情
五
日
々
が
倒
格
な
る
話
を
使
用
す
る

場
合
に
、
吾
々
は
其
れ
に
棋
本
的
に
異
っ
た
こ
つ
の
意
味
を
待
た
し
め
て
居
る
リ
第
一
の
意
味
に
於
り
る
傾
絡

は
、
質
際
の
品
交
換
取
引
に
於
い
て
一
向
車
位
ヤ
附
品
に
封
し
て
現
貨
に
支
曲
酬
は
れ
る
具
健
的
な
貨
幣
頒
=
し

τの
倒

格
で
あ
る
o

然
し
乍
ら
斯
く
の
畑
、
さ
意
味
に
於
け
る
横
椅
の
存
在
は
、
一
般
的
交
換
手
段

Z
L
工
的
貨
併
の
存
在

ご
同
一
で
ゐ
つ

τ、
別
に

t
h
立
て
、
挙
げ
る
必
要
は
な
い
。
何
故
な
れ
ば
、
一
般
的
交
換
手
段
ご
し
亡
の
貨
僻

が
存
在
す
る
時
は
、
交
換
は
常
に
販
資
及
び
豚
民

ω形
態
を
採
り
、
商
品
一
山
単
位
に
封
し
て
一
定
の
割
合
で
貨
鮮

が
支
携
は
れ
る
ニ
芭
は
常
然
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

寄
々
は
向
島
(
っ
た
意
味
に
国
間
格
な
る
語
を
使
用
す
る

o
t〈
れ
は
、
現
貨
に
支
蜘
酬
は
れ
る
具
健
的
な
る
貨
管
制
正

L
て
の
同
制
作
柑
で
は
な
く
て
、
吾
々
が
財
に
腕
厨
せ
し
め
る
所
の
、
貨
幣
単
位
に
よ
っ
て
計
算
さ
れ
た
特
殊
な
数
量

t
し
て
の
、
抽
象
的
な
概
念
的
な
・
倒
格
で
あ
る
。
今
日
に
於
い
て
は
総
べ
て
の
則
は
、
椴

A

ザ
号
れ
が
現
賞
に
商

品
正
し
て
の
流
通
界
に
存
在
せ
守
、
阪
に
購
買
3
れ
て
工
場
に
於
い
て
或
は
家
庭
に
於
い
て
生
産
又
は
消
費

ω用

に
供
さ
れ
て
居
や
う
ど
も
、
そ
れ
ご
同
樋
の
財
が
商
品
ご
し
て
現
貨
に
市
場
に
於
い
て
頁
ら
れ
て
ゐ
る
計
り
で
な

〈
、
共
の
所
有
者
が
寅
ら
て
乙
思
へ
ば
何
時
で
も
貰
ら
れ
得
る
可
能
性
を
有
す
る
も
の
で
あ
っ

τ、
現
質
に
又
は

潜
在
的
に
商
品
で
あ

h
、
五
日
々
は
此
れ
等
を
貨
仙
府
軍
位
に
於
い
て
評
慣
す
る
-
】
ご
に
よ
っ
て
、
分
量
的
に
の
み
異

詑

苑

計
算
貨
僻
と
交
換
貨
帯

第
二
十
七
巻

九

第

蹴

オι

、 a'司，-/， 
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第
二
十

t
巷
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計
算
貨
幣
と
交
換
究
館

ま存

競

ゴL

説

苑

れ
る
所

ω特
殊
な
数
日
且
ご
し

τの
債
格
の
負
携
者

B

と
し
て
槻
銭
却
す
る
こ
正
が
出
来
品
。
斯
く
の
如
〈
に
[
て
品
質

的
に
畏
れ
る
一
切
の
財
が
吾
々
の
概
念
に
於
い

τ分
量
的
に
の
み
岡
県
れ
る
数
量
に
還
元
吉
せ
ら
れ
る
。
的
も
私
が

訟
に
第
二
の
滋
味
に
於
り
る
似
椛
己
云
ふ
り
は
7

Y

ク
ス
が
「
諸
商
品
川
り
償
給
或
は
貨
幣
形
態
は
、
ぞ
れ
む
の
償

倣
形
態
一
般
正
岡
じ
ゃ
う
に
、
そ
れ
ら
の
も
ゆ
、
手
で
摘
む
こ
己
の
で
き
る
質
在
的
な
物
館
的
形
態
Z
は
呉
る
ご

一
一
ろ
の
、
そ
れ
ゆ
る
品
に
た

γ
削
念
的
な
る
、
ま
た
は
御
念
さ
れ
た
る
‘
一
形
態
で
あ
る
。
」
Z
一
五
っ
て
居
る
場
命

ω

債
格
で
ゐ
る
。
此
の
問
問
絡
の
蹴
念
性

(
E
B口
密
(
宮
司
法
日
戸
吉
一
五
ふ
こ
ご
は
ア
毛
Y

な
ど
h
強
調
し
て
居
品

目
恥
じ
叩
仁
一
』
れ
を
牢
記
L
C
M
出
品
-
】
言
が
必
要
で
あ
る
ご
思
ふ
C

そ
れ
ぞ
れ
品
質
的
に
呉
れ
る
総
べ
て
の
柿
狐
の
財
が
、
吾
々
の
御
念
に
於
い
て
、

n
T
舟
的
に
の
み
具
れ
る
数
世

に
還
元
さ
れ
る
芭
云
ふ
こ
=
は
今
日
の
経
済
往
活
ゆ
最
も
大
な
る
特
徴
で
わ
る

Q

ニ
れ
に
よ
っ
て
始
め
て
計
算
E

L
て
の
鍔
利

2
2
2『

μ
一ω
同
日
目
ロ
ロ
ロ
向
)
計
算
ご

L
て
の
経
済
(
伊
豆
耳
目
宮
田
包
印
刷
N
R
E
E
m
)
が
可
能
ど
な
る
。

ゾ
ム
バ

P

ト
が
資
本
主
義
の
特
徴
ご
し
て

H
H
R
E
E
m
E
r臼
私
立
昨
又
は
同

2
r
o
z
E
R目
ra付
吉
一
去
を
』
ご
を
邸
中

げ
、
枝
記
簿
記
正
資
本
主
義
正
の
閲
係
に
就
い
て
「
複
式
簿
記
を
件
は
な
い
I

単
な
る
資
本
主
義
な
る
も
の
を
考
へ

る
こ
ご
は
不
可
能
で
ゐ
る
。
共
れ
等
は
相
任
に
形
式
ご
内
容
=
の
関
係
に
在
る
。
そ
う
し
て
資
本
主
義
が
複
式
簿

記
に
於
い
て
共
の
力
を
後
押
す
る
柏
崎
め
の
道
共
ぞ
見
つ
け
出
し
た
の
が
或
は
複
式
簿
記
が
共
の
粉
川
か
ら
初
め
て

資
本
主
義
を
生
A
出
し
た
の
か
比
げ
ら
な
い
で
あ
ら
う
o
」
£
云
っ

τゐ
る
の
も
此
の
貼
を
指
し
た
も
の
で
ゐ
る
。

以
上
越
ぺ
た
慌
に
貨
幣
は
↓
般
的
交
換
手
段
た
る
計
h
で
な
(
、
ぞ
れ
は
御
念
的
形
態
ご
し
て
の
偲
絡
の
軍
位

た
る
も
の
で
ゐ
品
。
今
、
貨
幣
を
、
一
般
的
交
換
手
段
た
る
機
能
に
着
服
し
て
こ
れ
を
見
る
時
交
換
貨
幣

(
4
E『
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m
n
E間
内
匡
)

正
名
づ
け
、

槻
念
的
形
態
ご
し
一
工
の
債
格
の
軍
位
た
る
機
植
に
着
服
し

τ-
』
れ
を
見
る
時
計
算
貨
幣

山一勾一一♂一一一 一ーーーー一一~ー

(
同
日
『
自
問
巳
ハ
日
)
ご
呼
主
な
ら
ば
.
交
換
貨
幣
ご
計
算
貨
幣
ご
の
捌
係
に
就
γ
て
貨
特
論
上
秘
め
て
重
要
な
品
間
期

が
起
る
o

交
換
貨
幣
ご
計
算
貨
幣
ピ
何
れ
が
優
位
を
占
む
可
き
で
め
る
か

交
換
貨
幣
h
h

る
所
川
り
も
的
は
必
然
的

等

ω問
附
胞
が
そ
れ

で
ゐ
る
。
近
附
此
れ
等
的
問
題
じ
つ
い
て
最
も
犀
利
な
る
分
析
を
行
っ
た
の
は
ゴ
ッ
ト
ル
で
あ
る
。
従
ポ

ω
見
解

に
計
算
貨
枇
別
で
あ
り
又
計
算
貨
僻
た
る
所

ω
も
り
は
必
然
的
に
変
換
貨
術
で
あ
る
か
何
う
か

こ
れ
か
ら
概
念
的
傾
格
の
箪
位
ご
し
て

ω貨
幣

一
般
的
交
換
手
段
正
し
て
の
貨
鮮
の
方
に
重
吉
を
世
吉
、

で
は

判
払
は
以
下

プ
ッ
ト
ル
に
於
い
て
は
こ
れ
ご
泌
の
行
き
方
を
し
て
居
品
。

メ
Y
J
J

ヨ
リ
ハ
」
の
第
一
二
章
に
於
け
る
彼
の
所
訟
の
大
要
を
紹
介
し
て
児
ゃ
う
さ
忠

の
方
に
設
き
及
ぶ
の
が
普
通
で
あ
る
が
、

に
於
い
て
彼

ω著
「
経
臨
倒
的
デ
ィ

な
が
先
き
に
現
貨
に
支
抑
は
れ
る

ム
。
ゴ
ッ
ト

w
が
「
経
済
的
デ
ィ
メ
ン
ク
ヨ
ン
」
ご
呼
ん
で
ゐ
る
所
の
も
の
は
、

私
は
以

貨
幣
額
正
し
て
の
樹
栴
に
劃
し
て
第
二
の
窓
昧
に
於
け
る
償
給
ぜ
し
て
皐
げ
た
所
の
も
の
に
相
官
す
る
。

下
の
紹
介
に
於
い
て
も
『
経
済
的
デ
ィ

1

y
ジ
ョ
ン
』
な
る
ゴ
ソ

ト
ル
の
新
匙
語
eg
避
け

「
机
念
的
形
態
ご
し
て
の

調
機
」
な
る
言
表
を
使
用
す
る
。
向
、

衣
手
に
断
っ
て
世
〈
が
ゴ
ッ
ト
戸
自
身
が

何
百
}
百
口
問
。

E

(
計
算
貨
幣
)
及

ぴ-ロ
zunr
問
。
民
(
交
換
貨
幣
)
な
る
認
を
使
用
し

τゐ
る
誇
で
は
な
い
、

彼
自
身
は
比
れ
等
に
相
常
す
る
も
り
Z

し
て

N
M
F
一問。
-ι

(
勘
定
貨
幣
)

Nhwr

一向。
-ι

(
支
捌
貨
幣
)

ピ
一
五
ム
彼
特
有
の
請
を
使
用
L
て
ゐ
る
。
然
し

及
び

な
る
言

忠
臣
四
ω
E
t
云
ふ
言
葉
よ
り
は
同
R
v
g聞
の

E

Z
云
ム
言
葉

ω
方
が
一
般
に
使
用
さ
れ
、
叉

N
与-問。
5

定
は
好
調

N
与-ロロ阿

ωEHR-zし
τの
貨
幣
ご
甚
だ
混
同
さ
れ
易
い
、
而
し
て
此

ω岡
者
を
出
制
し
て
な
ら
な
い

(
云
i
こ
記
は
ゴ
ツ
ト
Y

自
身
山
明
言
し

τゐ
る
所
で
め
る
。
従
っ
て
忍
は
「
支
抑
貨
幣
」
三
一
五
ム
H
H
な
誤
解
苫
れ

説

苑

計
算
貨
幣
と
交
倶
貨
幣

第
二
十
ヒ
巻

九

第

競

ブL
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計
算
貨
幣
と
交
換
貨
幣

日
調
い
買
業
よ
り
は
ア
毛
)
ぺ
な
ど
も
使
用

L
て
ゐ
る
様
仁
『
交
換
貨
幣
」
正
一
再
ふ
詩
集
の
方
が
よ
い
ご
思
A
o
北
(
れ
飲

に
私
は
ゴ
ッ
ト

yω
所
訟
を
紹
A
1
1
る
仁
償
う
て
も
必
L
も
彼
の
ニ
吉
田
去
に
拘
束
さ
れ
る
こ
ピ
な
〈
、

計
算
貨
節
、

交
換
食
僻
ピ
云
ふ
認
を
使
用
[
J
L
E
〈。

吾
-M

以
先
づ
原
始
的
安
換

ω考
察
か
ら
出
畿
L
ゃ
う
。

諮
ら
〈
Mm始
的
交
換
税
習
慣
に
囚
は
れ
て
ゐ
る
も
の
は
め
る
ま

ν。
氏
族
ご
氏
族
、
研
族
正
純
族
、
民
族
正
民

族
Z
の
交
通

E
L
τ
、
原
始
的
交
換
が
一
度
び
成
形
せ
ら
れ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
毛
の
来
b
込
ん
に
軌
道
を
何
時

迄
も
厳
格
に
保
持

L
τ
居
る
で
あ
ら
ラ
。
然

L
交
換
の
方
向
が
回
定
さ
れ
る
ど
り
で
は
な
い
ヘ
交
換
比
例
も
亦
習

慣
仁
よ
っ
て
闘
定
吉
れ
る
。
女
故
物
の

nw量
、
主
(
れ
仁
表
加
す
る
者
仁
は
勤
務
晶
型
化
が
あ
る
で
あ
ら
う
け
れ
ど

も
、
交
換
比
例
叫
鋭
ら
な
い
で
あ
ら
，
コ
o

第
一
に
、
偲
統
に
囚
は
れ
わ
れ
経
済
生
活
に
於
い
て
は
計
算
の
能
力
が
後

建

L
て
ゐ
な
い
、
割
数
の
観
念
の
溌
達
し

τゐ
な
い
1

税
盆
I
一
度
拠
へ
ら
れ
た
交
換
比
例
に
執
着
す
る
こ
ピ
に
な

る
の
は
常
然
で
あ
る
。
第
二
に
、
斯
様
な
経
済
生
活
に
於
い
て
は
、
交
換
比
例
な

Y-
、
云
ふ
貼
に
は
可
成
b
鈍
戚

で
あ
る
o

交
換
以
ほ
ん
の
柿
充
に
過
ぎ
な
し
か
ら
・
其
れ
が
少
し
計
b
損
で
ゐ
ら
う
ど
得
で
あ
ら
う
ご
一
会
館
ご

し

τ大
し
た
影
響
は
な
い
九
そ
れ
故
に
事
情

ω磁
化
が
あ
っ
て
も
交
換
比
例
は
同
一
で
あ
り
符
る
。
第
三
に
、
斯

様
な
鈍
戚
ご
是
非
結
び
う
い
て
ゐ
る
噂
」
ご
は
憤
帥
い
な
い
事
柄
に
謝
す
る
不
信
用
ご
一
広
ふ
こ

t
t
ゐ
る
G

人
々
に
ご

つ
て
は
従
来
通
り
に
符
ふ
の
が
一
番
安
全
に
ま
考
へ
ら
れ
る
。
斯
〈
の
如
(
秘
々
の
理
由
に
よ
っ

1
変
換
比
例
は

固
定
的
に
き
れ
て
社
都
ふ
。
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勿
論
、
斯
様
な
回
定
的
な
習
慣
的
交
換
比
例
は
、
そ
れ
が
国
定
的
な
畑
目
憤
的
交
換
比
例
ご
し
て
成
立
す
る
潟
め

に
は
、
何
等
か
の
比
例
に
於
い
て
悶
定
き
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
が
会
〈
た
わ
い
ー
も
な
い
黙
に
固
定
さ
れ

る
ご
は
考
へ
ら
れ
な
い
o

何
故
な
れ
ば
、
そ
う
で
な
り
れ
ば
、
環
境
へ
の
泊
勝
郎
も
交
換
な
ど
、
一
五
ふ
こ
己
は
無

意
味
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
線
べ

τの
交
換
に
先
立
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
異
っ
た
財
の
間
仁
、
交
換
比
例
の
標
準
古

な
。
所
の
一
定
の
分
量
的
関
係
な
る
も
の
が
存
在
す
る
こ
ご
は
明
か
で
あ
る
。
例
へ
ば
大
き
な
家
畜
Z
小
さ
な
家

事
正
で
は
同
一
の
康
吉
の
牧
地
で
同
一
の
労
働
で
飼
養
し
得
る
頭
数
に
蒙
が
あ
る
正
か
、
或
は
卑
近
な
例
で
云
へ

ば
、
一
袋
の
砂
で
は
何
も
す
る
こ
ど
は
出
来
な
い
が
小
な
石
で
も
質
石
な
ら
ば
立
派
な
長
飾
に
な
る
、

Z
云
ふ
椋

な
こ
正
か
ら
起
る
分
量
的
関
係
で
ゐ
る
。
古
く
か

ι鰹
隣
接
・
迎
論
に
於
い
て
交
換
比
例
決
定

ω標
準
正
し
て
帥
労
働

が
最
も
重
要
な
も
の
ご

L
て
取
扱
は
れ
て
来
た
が
、
此
の
場
令
に
惜
労
働
が
様
車
Z
な
る
か
何
う
か
は
極
め

τ疑
は

し
い
。
比
較
の
基
礎
ご
な
る
の
が
、
支
配
し
得
る
他
人
の
『
勢
働
」
の
出
費
な
の
か
自
己
の
『
持
働
」
の
犠
牲
な
の
か
、

-
」
れ
が
明
確
で
な
い
計
ち
で
は
な
い
、
原
始
的
交
換
に
於
い
て
は
交
換
に
よ
っ
て
獲
得
す
る
所
の
物
は
、
原
則
正
し

て
、
会
〈
自
己
の
生
産
す
る
こ
ご
の
由
来
な
い
も
の
で
あ
与
、
如
何
な
る
比
肢
も
不
可
能
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
如

何
に
券
仙
な
る
も
の
が
顧
慮
さ
れ
な
い
か
は
、
例
へ
ば
ア

η
L
1
V
ヤ

Y

列
島
の
土
人
等
は
、
彼
等
に
一
摘
み
か
二

摘
み
か
の
煙
草
を
や
る
な
ら
ば
、
女
子
の
幾
年
も
の
暗
労
働
が
合
ま
れ
て
ゐ
る
所
の
、
獣
筋
で
織
う
た
精
巧
な
シ
ャ
ツ

数
枚
を
喜
ん
で
拠
へ
た
、

E
Zム
様
な
こ
ピ
を
見

τも
分
る
。
勿
論
、
斯
様
な
変
換
比
例
は
後
に
は
自
然
に
矯
正
き

れ
る
で
あ
ら
'
フ
。
理
由
は
簡
単
で
あ
る
、
男
子
の
煙
草
は
早
〈
な
く
な
っ
て
仕
舞
ふ
の
に
女
子
は
仲
々
新
し
い
V

ヤ
ツ
を
作
1
0
上
げ
な
い
、
正
一
五
ふ
結
巣
に
な
る
hr
ら
で
ゐ
る
。
然
し
斯
〈
の
如
〈
交
換
比
例
じ
影
響
ev--品
す
の
は
軍

設

事E

剖
算
貨
幣
と
交
換
貨
幣

第
二
十
七
巻

九
五

事事

現
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E 
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設

苑

部

規

九
六

計
算
貨
備
と
-
一
世
換
貨
帯

第
二
十
七
巻

サι
~
J、

に
勢
働
の
み
で
は
な
い
、
交
換
に
先
立
っ
て
助
の
聞
に
が
在
す
る
所
的
分
量
上
川
町
一
諸
問
係
が
す
べ
て
影
響
を
及
す

の
で
ゐ
る
o

然
し
苦
々
は
、
原
始
的
交
換
嘗
事
者
等
を
近
代
人
の
伐
に
合
理
的
に
思
惟
す
る
者
ご
考
へ
‘
所
調
「
評

伺
」
な
る
も
の
を
彼
等
が
行
ふ
Z
考
て
は
な
ら
な
い
。
調
は
h
y

宇
宙
目
的
な
模
索
に
よ
っ
て
充
苫
れ
た
長
い
間
の

序
山
を
都

τ、
始
め
て
交
換
比
例
叫
一
定

ω貼
に
落
も
着
き
朝
日
憤
的
交
換
比
例
な
る
も
の
が
成
立
す
る
の
で
あ
る
。

以
上
に
於
い
て
原
始
的
交
換
仁
於
り
る
交
換
比
例
は
会
〈
習
慣
に
よ
っ
て
同
定
さ
れ

τ
ゐ
る
さ
云
ふ
ゅ
』
ご
を
迎

ぺ
記
。
然
ら
ば
期
比
械
な
習
慣
的
交
換
比
例
ピ
断
念
的
形
態
ご
し
て
の
痕
格
ど
の
関
係
は
何
う
で
あ
ら
う
。
斯
様
な

習
慣
的
交
換
比
例
正
同
時
仁
概
念
的
形
態
ピ

L
て
樹
絡
が
俊
生
す
る
か
、

E
云
ふ
問
題
に
謝
し
て
は
勿
論
奇
正
答

へ
な
け
れ
ば
な
ら
的
。
概
念
的
形
態
己

L
t
の
債
格
な
る
も
の
は
、
現
貨
の
債
格
に
よ
っ

t
決
定
さ
れ
而
か
も
現

貨
の
煩
絡
を
決
定
す
る
一
一
安
来
ピ
な
る
-
も
の
で
あ
る
が
、
其
れ
が
全
然
歪
め
ら
れ
宇
に
現
貨
の
街
椛
ご
し
て
市
場

に
於
い
て
質
現
古
れ
る
必
要
は
な
い
1

0

概
念
的
形
態
芭
し
て
の
債
格
は
各
稲
の
財
に
附
着
せ
る
所
的
分
量
的
に
の

み
回
現
れ
る
崎
殊
な
数
量
で
あ
る
が
、
新
保
な
も
の
を
原
始
的
交
換
に
於
い
て
目
見
出
す
-
』
記
は
出
来
ぬ
。
似
令
、
剰

伶
生
産
物
の
譲
渡
に
よ
っ
て
獲
得
す
る
の
を
常
ご
す
る
財
が
、
瓦
に
他

ω方
而
に
於
い
て
他
の
則
正
交
換
手
れ

τ

居
る
正
云
ふ
こ
ど
を
知
っ

τゐ
る
ご

L
て
も
、
即
も
例
へ
ば
七
匹
の
小
牛
に
封
し
て
一
匹
の
馬
を
獲
得
し
て
ゐ
る

所
の
者
が
、
他
の
方
面
に
於
い
て
馬
主
剣
吉
が
二
割
一
の
割
合
で
交
換
苫
れ
て
ゐ
る
ご
云
ふ
こ
子
炉
』
知
っ
て
ゐ
る

ご

Lτ
も
、
事
情
に
設
り
は
な
い
。
唯
々
今
日
の
吾
々
に
ご
っ

τの
み
交
換
比
例
の
換
算
を
行

ο、
剣
一
本
は
十

四
匹
の
小
牛
に
値
す
る
Z
云
ム
喧
」
ど
を
知
る
・
』
ご
が
可
能
で
ゐ
る
。
吾
々
は
原
始
的
交
換
者
に
劃
し
て
換
算
ピ
一
去

ふ
様
な
娘
一
帯
を
強
制
し
て
は
な
ら
な
い
。
単
純
な
経
済
生
活
に
於
い

τは
全
〈
計
算
正
云
ふ
こ
子
宮
必
要
己
し
な

‘司."・"
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い
も
の
で
ゐ
る
、
斯
様
な
換
算
は
何
等
の
質
際
上
の
重
要
吉
を
も
持
た
な
い
も
の
で
あ
る
。
創
ご
交
換
し
て
馬
を

獲
得
す
る
こ
正
、
戒
は
馬
主
交
換
し
て
剣
を
獲
得
す
る
こ
E
は
、
他
山
り
経
済
事
位
仁
一
周
す
る
事
例
で
ゐ
つ

τ、
自

己
の
経
済
単
位
に
闘
す
る
事
柄
で
は
な
い
。
般
A

ザ
斯
様
な
交
換
を
自
ら
行
ふ
徒
に
な
っ
た
所
で
、
換
算
は
決
L
て

吾

々

が

考

へ

る

粍

直

接

に

重

要

な

も

り

で

は

な

い

。

.

計
算
に
慣
れ
た
今
目
的
吾
々
は
、
原
始
的
交
換
仁
於
い
て
も
剣
Z
小
牛
Z
が
換
算
の
率
に
従
っ
て
交
換
さ
れ
、

小
牛
十
四
匹
で
馬
一
匹
を
獲
得
出
来
る
か
の
如
〈
般
定
し
て
仕
舞
ふ
。
然
L
吾
々
は
、
原
始
的
交
換
は
常
に
一
定

の
悶
定
吉
れ
た
方
向
に
於
h
w

て
行
は
れ
・
会
〈
脅
慣
に
よ
っ
て
囚
は
れ
て
ゐ
る
ご
一
再
ふ
ニ
ど
を
忘
れ
て
は
な
ら
な

い
。
に
か
ら
、
他
の
方
面
に
於
い
て
剣
一
本
仁
劉
し
小
牛
が
十
四
匹
で
な
く
、
二
十
匹
の
割
合
で
交
換
さ
れ
て
ゐ

る
、
ご
一
五
ふ
械
な
ニ
芭
は
原
始
的
交
換
に
於
い

τは
会
〈
可
能
で
あ
る
。
今
日
の
喜
々
の
服
に
は
噺
慌
な
交
換
比

例
以
不
合
理
な
も
の
古
し
て
う
つ
る
、
そ
う
し
て
吾
々
は
直
十
次
の
様
な
考
へ
方
を
す
る
。
例
へ
ば
同
一
の
市
場

仁
於
V
て
、
小
牛
ピ
馬
ご
が
七
封
一
の
割
合
で
、
国
内
ご
剣
ご
が
二
割
一
の
州
合
で
、
小
牛
芯
剣
ピ
ド
ニ
十
劃
一
の

削
合
で
交
換
苫
れ
て
ゐ
る
ご

L
で
主
人
は
小
牛
を
持
っ
て
来
て
、
僻
令
自
分
の
目
的
は
馬
で
な
〈
蜜
で
ゐ
ら
う

正
も
、
先
づ
七
劃
一
の
割
合
で
馬
に
換
で
更
に
馬
を
ニ
劃
一
の
制
合
で
創
に
換
へ
、
克
に
又
こ
れ
e

伊
ニ
封
二
十

の
割
合
で
小
牛
に
換
へ
る
こ
ご
に
よ
っ
て
、
十
四
匹
の
小
牛
で
二
十
匹
の
小
牛
を
獲
得
す
る
こ

Z
が
出
来
、
従
っ
て

叉
そ
れ
丈
け

r
r多
〈
の
蜜
を
獲
得
す
る
こ
己
が
出
来
る
。
馬
を
有
す
る
人
に
就
い
て
も
剣
を
有
す
る
人
に
就
い

て
も
同
様
?
』
己
が
一
式
へ
る
。
そ
札
依
に
斯
様
な
交
也

r例
は
到
底
長
〈
維
持
苫
れ
得
な
く
な
る
、
さ
斯
う
一
疋
ふ

風
に
考
へ
る
。
然
し
乍
ら
原
始
的
交
換
に
就
い
て
斯
〈
の
如
き
考
へ
方
e
e
T
る
の
は
突
の
三
期
を
忠
れ
て
ゐ
る
。

段

計
算
貨
僻
と
交
換
貨
帯

第
二
十
七
巻

第
一
鶴

丸
七

jL 

七

宛
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t品

協

九
A 

第
二
十
七
各

ブL

λ 

苑

計
算
貨
僻
と
交
換
貨
幣

説

郎
ち
第
一
に
は
、
原
始
的
交
換
に
於
い
て
は
此
蕗
に
云
ふ
保
な
意
味
に
於
げ
る
市
場
な
る
も
の
は
存
在
し
な
い
。

仮
令
同
一
の
場
所
仁
同
一
の
時
に
交
換
者
の
郁
々
な
る
鮮
が
集
合
し
ゃ
う
芭
も
、
習
慣
的

ω交
換
骨
同
事
者
の
聞
に

朝
日
憤
的
の
交
換
が
行
は
れ
る
丈
け
で
あ
る
。
第
二
仁
は
、
所
制
「
経
済
の
根
本
法
則
」
ご
し

τ前
越
の
様
に
「
需
要

供
給
の
法
則
」
が
支
配
権
を
得
る
前
に
、
交
換
比
例
内
勤
捺
性
ご
云
ム
も
の
が
生
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
原

始
的
交
換
に
於
い
て
は
此

ω交
換
比
例
の
動
指
性
な
る
も
の
が
存
在
し
な
い
。
第
一
二
に
は
、
原
品
知
的
交
換
に
於
い

て
は
、
交
換
を
巧
〈
結
合
し

t
利
盆
を
得
る
ご
云
ム
様
な
ヨ
}
ご
を
す
る
者
は
存
在

L
な
い
の
で
あ
る
。
交
換
は
習

慣
に
従
っ
て
行
は
れ
、
交
換
比
例
会
部
を
通
算
す
る
な
ど
、
云
ふ
-
』
Z
は
不
可
能
で
あ
る
。

右
に
述
べ
た
徐
に
原
始
的
交
換
に
於
い
て
は
符
慣
が
支
配
し
、
且
つ
自
給
自
足
が
主
で
ゐ
っ
て
極
め
て
僅
か
の

財
が
交
換
さ
れ
る
に
過
ぎ
な
い
o

一一仰

ω
財
は
他
の
多
碍

ω
財
ご
で
は
な
〈
、
僅
か
凶
積
狐
の
財
正
交
換
さ
れ
る

に
過
ぎ
な
い
。
仮
h
に
漸
・
究
成
る
特
殊
の
財
が
同
時
に
多
積
り
財
ご
交
換
さ
れ
る
様
に
な
っ
た
ご
し
て
も
、
ま
だ

御
念
的
形
態
ご
し

τの
街
椅
的
一
生
じ
な
い
結
に
は
同
盟
h
は
な
い
。
此
の
場
合
に
は
同
一
一
州
類
ゆ
別
に
劃
し
て
、
他

の
各
碍
の
財
へ
の
色
々
な
交
換
比
例
が
何
等

ω
連
絡
も
な
〈
並
存
す
る
丈
け
で
あ
る
o

今
日
の
様
に
各
財
内
諸
交

換
能
力
が
貨
幣
に
よ
っ
て
統
一
さ
れ
て
表
現
さ
れ
る
、
吉
一
五
ム
様
な
こ
ご
は
な
い
。

然
ら
ば
一
髄
』
翻
念
的
形
態
ご
し
工
の
痕
格
な
る
も

ω
は
如
何
な
る
経
路
を
採
っ
て
後
生
し
た
も
の
で
あ
ら
う

か
o

ぞ
れ
が
脱
非
制
度
(
ロ
ロ
自
由
ヨ
昨
日
出
)

な
い
。
或
る
一
定
の
犯
罪
に
岨
到
し
、

さ
考
へ
ら
れ
な
い
司
」
ご
も

牛
若

L
〈
は
一
本

ω剣、

正
一
五
ふ
川
崎
な
も
の
か
ら
起
一
冗
を
後
ず
る
、

二
匹
の
牛
若

L
く
は
一
匹
の
羊
、
七
匹
の
牛
若
し
(
は
四
匹
の
馬
・
十
匹
の

ピ
云
ム
様
に
服
罪
物
が
代
替
的
に
決
め
ら
れ
、
其
の
何
れ
い
の
一
割
に
於
い
て
も
一
つ
が

，・
司..-，.，~
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牛
ご
一
云
ふ
が
如
き
同
一
日
制
類
凶
財
で
ゐ
る
場
合
仁
は
、
瞭
罪
物
相
互
の
斯
様
な
関
係
か
ら
貨
僻
及
び
御
念
的
形
態

記
し
て
回
眠
時
柑
な
る
も
の
が
品
民
生
上
た
記
考
へ
ら
れ
な
い
こ
芯
も
な
い
。
然
し
乍
ら
此
の
用
者
を
庇
接
関
係
づ
り
る

仁
は
除
b
に
基
礎
が
薄
弱
で
ゐ
る
o

そ
唱
』
で
若
々
は
貨
融
市
及
び
観
念
的
形
態
ご
し
て
の
債
格
の
根
源
を
交
換
の
中

に
求
め
な
り
れ
ば
な
ら
な
い
。

あ
る
一
稲

一
般
に
採
用
さ
れ
、
そ
う
し
て
特
に
カ
ア

τメ

V

ガ
ア
に
よ
っ
て
主
張
さ
れ
た
所
の
、
見
解
は
、

の
財
が
他
の
財
に
比
し
盆
E
煩
繁
に
交
換
さ
れ
る
様
に
な

h
、
途
に
は
そ
れ
が
、
交
換
手
段
ご
し
て
、
交
換
さ
れ

る
二
物

ω中
の
必
歩
一
つ
を
占
め
る
に
至
っ
て
交
換
貨
憎
が
起
り
、
同
時
に
又
此
の
一
財
を
基
礎
Z
し
て
他
の
総
べ

て
の
財
が
一
定
の
数
量
に
還
元
さ
れ
る
に
至
っ
た
吉
見
る
見
解
で
あ
る
。
却
も
・
今
、
A
な
る
財
を
有
し
之
に
謝

し
て
B
な
る
則
を
欲
す
る
所

ω、
人
が
ゐ
る
ご
す
る
。
此

ω場
合
に
、
若
し
彼
が
幸
に
も
目

B
な
る
財
を
有
し
之

に
謝
し
て
A
な
る
財
を
欲
す
る
所
の
、
他
の
人
を
鬼
出
す
な
ら
ば
、
此
れ
等
雨
者
の
間
に
は
交
換
が
成
一
立
す
る

が
、
然
ら
F
れ
ば
交
換
は
停
滞
す
る
ω
所
が
幸
な
こ
ご
に
は
綿
ぺ

τの
人
々
は
、

G

Z
一
百
ふ
特
殊
の
財
が
一
般
に

愛
好
色
れ
「
最
も
流
通
性
に
官
U
」
財
で
ゐ
る
、
ご
云
ム
こ

z
e
f
知
っ
て
ゐ
る
o

英
露
で
第
一
の
者
は
、
他
の
何
人

か
ら
か
交
換
に
よ
っ
て
G
な
る
財
を
獲
得

L
、
こ
れ
を
交
換
手
段
正
し
て
第
二
の
者
か
ら
彼

ω欲
す
る
所
り
則
B

bι

獲
得
す
る
こ
ご
が
出
来
る
。
何
故
な
れ
ば
第
二
の
者
は
、
俄
A
T
彼
の
欲
求
す
る
の
は
C
な
る
財
で
あ
っ
て
、
直

接
G
な
る
財
を
欲
す
る
の
で
は
な
〈
芭
も
・

G
な
る
財
は
叶
最
も
流
通
性
に
富
む
』
別
で
あ
っ
て
、
真
に
之
を
交
換

手
段
正
し
て
C
な
る
則
を
獲
得
す
る
こ
ご
が
出
来
る
、

z云
ふ
こ
子
炉
』
知
っ
て
ゐ
る
か
ら
で
あ
る
。
斯
く
り
如
〈
、

「
最
も
流
通
性
に
宮
む
」
財
G
が
一
般
的
交
換
手
段
E
じ

τ使
用
さ
れ
る
こ
ご
に
よ
っ
て
、
交
換
の
停
滞
は
一
柿
苫

泣

苑

計
鉱
貨
幣
と
交
換
究
僻

第
二
十
七
巷

;1， 
ゴι

第

就

九
九

• 
..，-."I'~ 
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第
二
十
七
巻

C 
O 

O 
O 

第

鵠

詑

苑

計
算
貨
僻
と
交
換
貨
幡

れ
、
交
換
は
油
を
塗
っ
た
慌
に
一
障
害
な
〈
行
は
れ
る
に
至
る
。
新
〈
て
‘
助
的
『
最
も
流
通
性
に
営
む
」
財
が
貨
幣

ご
な
る
の
で
ゐ
る
o

以
上
が
一
般
の
見
解
で
あ
る
。

斯
様
に
、
メ
ン
ガ
ア
の
、
そ
う
し
て
叉
一
般
の
、
見
解
に
よ
れ
ば
、
『
最
も
流
通
性
に
富
む
」
尉
が
を
換
手
段
ご

し
て
使
用
古
れ
る
こ
ピ
に
よ
っ

τ、
加
味
貨
幣
時
代
か
ら
柑
H

枇
幣
時
代
へ
忽
も
移
る
の
で
あ
る
が
、
吾
々
に
直
寸
疑
問

に
な
る
の
は
、
以
前
に
は
『
直
接
」
交
換
の
み
が
行
は
れ
て
ゐ
た
場
合
に
、
如
何
ド
し
τ
G
な
る
財
が
「
最
も
流
通

性
に
宙
h
u
」
所

ωも
の
芯
な
り
得
品
か
、
己
一
お
ふ

-
h
t
で
め
品
。
第
一
、
卜
、
人
々
が
此
の
尉
の
最
大
必
『
疏
適
性
」
を

h

測
る
前
に
阪
に
可
成
h
の
程
度
に
交
換
が
行
は
れ
て
ゐ
た
吉
見
な
り
れ
ば
な
ら
な
い
。
で
、

A
1
G

に
相
官
す
る
財

を
俄
h
に
家
畜
だ
ご
し
ゃ
う
。
そ
う
す
る
正
、
第
ニ
に
、
従
来
は
剰
品
開
生
箆
物
の
交
換
が
行
は
れ
て
ゐ
た
の
だ
か

ら
、
交
換
者
が
一
一
一
以
に
、
邸
も
家
五
百
を
豊
富
に
有
す
る
者
等
ピ
然
ら

F
る
者
等
己
に
分
か
た
れ
て
ゐ
た
・
ぜ
考
へ

な
り
れ
ば
な
ら
な
い
。
第
三
に
、
家
畜
を
豊
富
に
有
す
る
者
等
は
、
一
様

ω欲
求
卸
ち
同
楠
の
財
に
劃
す
る
欲
求

の
み
を
持
っ
て
ゐ
て
は
な
ら
な
い
1

。
何
故
な
れ
ば
、
そ
う
で
な
げ
れ
ば
、
ニ
穏
の
「
最
も
流
通
性
に
富
む
」
財
が
ゐ

る
こ
ご
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
ぞ
れ
い
依
に
何
う
し
て
も
、
ゐ
る
者
は
甲
な
る
財
を
、
他

ω者
は
乙
な
る
財
を
、
芭

云
ふ
様
に
、
多
様
な
欲
求
を
充
足
す
る
勉
め
に
、
家
畜
を
豊
富
に
有
す
る
者
等
は
然
ら

F
る
者
等
ご
交
換
を
行
っ

て
ゐ
た
ご
考
へ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
宜
し
い
、
此
世
阻
ま
で
は
譲
歩
し
て
置
か
'
も
異
に
疑
は
し
い
ー
の
は
こ
れ
か

ら
で
あ
る
。
茸
(
の
多
様
な
欲
求
を
消
す
柏
崎
め
に
家
者
全
豊
富
に
有
す
る
者
等
は
、
常
に
彼
等
の
相
手
方
を
接
見
す

る
こ
正
が
出
来
た
の
で
あ
る
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
『
最
も
流
通
性
に
官
む
」
財
な
る
も
の
を
生
守
る
粍
直
接
交
換
が

盛
に
行
は
れ
る
こ

Z
は
不
可
能
で
ゐ
る

Q

臨
例
が
鷲
い
た
こ
己
に
は
、
念
に
総
べ
て
の
人
々
が
盲
目
に
な
っ
て
仕
舞

‘・.-，."，.
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コ
Z
ミ
)
忠
一
%
二
、

J
f
カ
6
4
l

彼
等
は
相
手
方
を
見
出
す
ヨ
』
ご
が
出
来
な
い
、

z云
ム
の
で
あ
る
!

そ
う
で
な
り
れ
ば
交
換

は
停
滞
す
る
に
及
ば
な
い
。
然
!
「
附
接
」
交
換

ω
一
般
的
殺
，
A
ざ
一
五
ふ
様
な
決
定
的
な
鈍
化
が
辿
る
潟
め
に
は
、

交
換
は
停
滞
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
に
か
ら
、

相
手
方
を
畿
見
す
る
能
力
十
急
仁
失
っ
て
仕
掛
円
ノ
仁
・

正
一
試
ふ

ζ
Z
に
な
る
。

若
L
も
斯
様
な
意
地
惑
い
解
粋
を
容
認
す
る
こ
ピ
を
欲
し
な
い
な
ら
ば
、

次
り
様
な
解
群
が
あ
る

ピ
り
で
あ
る
。

帥
も
G
な
る
則
は
、

「
最
も
洗
泌
性
仁
富
む
」
所

ωも
の
ご
し
て
「
間
接
」
交
換
を
引
き
起
L
た
の
で

立、
1
0
a
r

、、

t
1
1
 
逆
に
そ
れ
以
前
仁
『
附
接
』
交
換

ω成
立
じ
寄
山
則
す
る
所
が
ゐ
っ
た
-
」
正
じ
よ
っ
て
、
『
最
も
流
通
性
に

と
一
戸
ふ
刷
所
料
で
あ
る
ο

然

L
・
助
制
品
沼
市
山
「
沈
山
地
性
』
正
一
耳
ふ
特
徴
か
会
〈
存
在
し
な
い

自

H
h
u
L
も

ω
ご
な
っ
た
、

の
に
如
何
仁
し
て
斯
依
な
財
を
摘
み
皆
1
る
司
」
正
が
出
来
る
で
め
ら
う
か
。
「
附
接
」
交
換
の
活
機
な
交
換
取
引

ω

媒
介
者
に
な
る
錦
め
に
は
、

明
か
に
其
れ
は
、

そ
の
司
』
ピ
以
前
に
何
等
か
の
特
徴
を
持
っ
て
ゐ
な
け
れ
ば
な
ら
な

ぃ
。
京
の
特
徴
が
最
高
山
「
流
泌
性
」
で
な
い
ご
す
れ
ば
何
で
あ
ら
う
。

そ
れ
は
腕
念
的
形
態
正
し
て
の
慣
桁
の
軍

位
化
る
こ
正
で
あ
る
、

郎
も
計
算
貨
幣
た
る
機
簡
を
持
?
」
ピ
で
あ
る
。

原
始
的
交
換
は
る
一
〈
出
国
統
主
義
の
中
に
動
い
て
ゐ
る
。
之
に
反
し
今
日
の
様
に
財
の
交
換
能
力
が
貨
情
三
云
ム

明
星
に
よ
っ
て
統
一
的
に
表
現
さ
れ
る
さ
一
五
ふ
こ

Z
は、

"" れ 複
t主主m
iEな
に 交
侍、換
Me、I院

合
理
主
義
を
偲
ば
せ
る
o

此
彪
で
は
、

引
が
凱
念
的
形
態
E
し
て
の
倒
格
に
基
い
℃
行
は
れ
、

昨
骨
骨
t
a
f
班
昨
世
酢
正

ω樹
立
で
め
る
G

「
計
算
定
し
て
の
経
糖
」
が
行
は
れ
る
。

そ
こ
で
吾
キ
は
、

荷
も
原
始
的
交
換

ω核
を
蹴
る
助
け
ど
な
る
所
の

も

ωは、
そ
れ
が
『
間
接
』
交
換

ω後
見
で
ゐ
ら
う
ご
何
で
あ
ら
う
ご
、

侍
統
的
に
束
縛
さ
れ
た
絞
済
へ
の
令
理
的

な
る
も
の
、
侵
入
、

ご
結
び
つ
い
て
ゐ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、

z云
ム
唱
」
、
乙
ef
知
る
。

段

現匝

計
算
貨
幣
と
交
換
貨
幣

第
二
十
七
魯

。

Iti 

紘

O 

• 

• 
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自主

耳目

計
算
貨
幣
と
交
換
究
館

第
二
十
七
巻

O 

第

掛

O 

「
間
接
』
交
換
、
迂
踏
を
経
て
の
交
換
、
は
勿
論
侍
統
的
経
済
に
於
い
て
も
存
在
す
る
。
然
し
乍
ら
・
第
一
に
、

品
仙
の
「
間
後
』
交
換
は
・
第
二
歩
目
に
は
す
「
自
己
の
欲
す
る
財
を
獲
得
出
来
る
従
な
今
日
の
「
間
接
」
交
換
ご
会
〈

回
調

19
、
不
便
な
、
文
字
通
1
9
に
迂
踏
を
経
て

ω交
換
「
じ
ゐ
る
。
第
二
に
、
此
の
迂
路
を
経
て
の
交
換
は
、
縛
統
主

義
己
全
然
調
和
す
る
所

ωも
の
で
ゐ
っ
て
、
決
し
て
比
れ
を
打
ち
破
る
所
の
も
の
で
は
な
い
o

侍
統
的
経
済
が
破

壊
苫
れ
る
活
め
に
は
、
何
世
帥
か
ら
か
合
理
主
義
的
考
へ
方
が
共

ω中
へ
侵
入
し
て
来
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

原
始
的
交
換
は
、
原
則
ご
し
て
、
習
慣
怖
に
決
め
ら
れ
た
方
向
に
動
い
て
ゐ
る
。
北
(
れ
放
に
交
換

ω
い
つ
も
の

相
手
方
が
交
換
を
拒
む
炉
、
或
は
強
い
新
し
い
欲
求
り
起
っ
た
時
に
の
み
、
間
接
交
換
が
起
る
o

今
、
例
に
よ
っ

τ説
明
す
る
錦
め
に
、
A
B
C
D
E
等
の
氏
族
が
あ
hJ
、
A
ご
B
正
は
密
吉
小
牛
ご
を
三
割
一

の
割
合
で
、
B
己
C
ご
は
小
牛
ピ
ぬ
ご
を
七
割
↓
の
制
合
で
、
c
t
D
E
は
馬
己
創
正
を
二
劃
一
の
割
合
で
、
最

後
に
D
t
h
ι
ご
は
剣
ご
小
牛
子
炉
二
割
二
十
の
例
入
口
で
、
習
慣
的
に
交
換
し
て
ゐ
た
ご
似
定
す
る
。
「
間
接
」
交
換

は
、
阪
に
述
べ
た
様
な
特
別
な
事
情
の
出
来
た
刑
制
令
に
の
み
起
品
。
母
、
‘
で
、
C
が
或
る
防
戦
守
か
何
か
の
掛
川
め

に
剣
|
|
C
は
自
分
り
馬
ピ
D
の
剣
ご
を
-
一
劃
一
の
制
令
で
交
換
す
る
の
を
常
ご
し
て
ゐ
た
|
|
に
謝
す
る
必
要

が
増
加
し
、
そ
山
り
潟
め
に
、
B
に
謝
し
小
牛
ご
馬
己
を
交
換
し
て
や
る
こ
ご
を
拒
ん
だ
ご
す
る
。
B
は
色
々
ゐ
た

っ
て
見
た
結
川
市
・
次
の
絞
な
遁
れ
踏
を
後
見
す
る
-
』
ご
も
出
来
ゃ
う
o

郎
も
B
は
、
E
Z
共
に
D
の
所
へ
行
吉
、

自
己
の
小
牛
仁
謝
し

τ、
勿
論
二
十
劃
一
の
割
合
で
、
先
づ
制
仰
を
譲
波
し
て
貰
ひ
、
而
る
級
th
り
制
仰
を
携
へ
て
C

の
所
へ
「
約
一
吉
正
拘
を
獲
得
す
品
。
此
の
際
B
は
、
従
来
よ
h'
も
よ
り
『
高
岡
巴
で
馬
を
獲
得
L
た
ご
云
ム
こ
正
に
気
が

つ
く
か
何
う
か
、
そ
れ
に
就
い
て
は
何
等
決
定
的
な
こ
ど
は
云
へ
な
い
。
が
然

L
何
れ
に
し
て
も
交
換
比
例
の
削

• 

一
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艇
な
ど
、
一
お
ふ
こ
吉
は
彼
等
に
さ
つ
て
考
へ
る
可
〈
余
り
に
困
難
な
こ
ご
で
あ
ら
う
o

斯
様
な
迂
踏
を
経
て
の
交

換
は
、
何
等

ω影
響
を
も
残
事
な
い
。
翌
年
は
恐
ら
〈
線
。
へ
て
が
ま
た
も
ご
の
遁
h
に
回
復
す
る
で
あ
ら
う
。
真

に
又
他
の
時
、

E
が
突
然
馬
を
必
要
ご
し
た
ご
仮
定
す
る
o

彼
は
、
前
に
世
話
し
て
や
っ
た
B
Z
共
に
、

C
の
廃

へ
行
〈
か
、
或
は
D
か
ら

U
V多
〈
の
剣
を
獲
得
し
こ
れ
を
携
へ
て
C
の
蕗
へ
行
つ

τ、
馬
を
獲
得
す
る
。

E
は、

此
れ
等
り
方
法
の
中
、
何
れ
炉
一
つ
の
み
を
行
な
っ

τ喝
を
獲
得
す
る
。
ぞ
れ
故
に
其
の
二
つ
の
方
法
の
聞
に
於

け
る
「
樹
格
の
差
」
芭
も
一
百
ム
可
き
も
の
に
つ
い
ー
は
全
〈
気
が
付
が
な
い
で
ゐ
ら
う
。
況
ん
や
そ
れ
を
算
出
す
る

Z
云
ふ
様
な
こ
ご
に
至
つ
て
は
・
勿
論
不
可
能
で
ゐ
る
。
再
び
「
間
接
』
交
換
は
跡
形
も
な
〈
消
え
て
仕
鮮
ふ
。
幾

度
も
同
様

ω
こ
ご
が
繰
り
返
さ
れ
る
で
ゐ
ら
う

Q

要
す
る
に
「
間
接
」
交
換
は
奮
来
の
『
直
接
」
交
換

ω補
充
で
ゐ
っ

て、

-
w

れ
を
破
壊
す
る
程
有
力
な
も

ωで
は
な
い
。

ご
こ
ろ
が
、
比
蕗
に
A
な
る
氏
族
が
あ
る
。
此
川
氏
族
は
、
其

ω富
裕
な
隣
人
古
臭
h
、
議
林
中
を
俳
綱
せ
る

校
狩
な
人
々
で
あ
ち
、
彼
等

ω暮
し
を

r
rよ
く
す
る
柏
崎
め
に
漸
次
剣
を
必
要
ご
す
る
に
至
っ
た
が
、

D
は
彼
等

…
の
蜜
に
帆
到
し
て
創
を
交
換
し
て
や
る
こ
ご
を
肯
じ
な
か
っ
た
正
ず
る
o

波
哲
也
る
氏
族
A
は
、
聞
も
な
〈
、
調
官
慣

仁
よ
れ
ば
D
の
鴎
へ
は
小
牛
か
弱
を
持
っ
て
行
か
な
げ
れ
ば
駄
目
だ
、
一
ど
一
五
ふ
こ
ご
を
知
る
で
あ
ら
う
。
そ
こ
で

手
近
か
凶
遁
れ
路
Z
し
て
A
は
、
奮
し
空
交
換

ω相
手
方
た
る
B
か
ら
ど
U

リ
多
〈
の
小
牛
を
獲
得
し
、
此
の
伶
一
f

の
小
牛
b
a
持
っ
て
形
式
上
E
凶
仲
間
入
り
し
て
D
の
蕗
へ
行
言
、
創
の
分
り
前
じ
奥
か
る
o

所
が
A
は、

E
Z
別

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
ご
が
出
来
、
翌
年
に
は
他

ω方
法
を
溌
見
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
芭
す
る
。
ぞ

う
L
て
、
今
度
は
、
何
時
も
の
様
じ
し
て
得
た
小
牛
を
・
先
づ
馬
に
換
へ
、
之
を
夏
に
剣
に
換
へ
る
ご
云
ふ
方
法

を
畿
見
し
た
芭
す
る
o

詑

苑

計
算
貨
融
市
と
交
換
貨
鰐

第
二
十
七
巻

O 
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第
二
十
七
巻

0 
四

O 
四

第

鵠

設

手包

計
算
貨
僻
と
交
換
貨
体

備
、
A
は
、
前
年
ご
殆
ん
ど
問
量
の
蜜
己
小
牛
Z
の
交
換
を
行
ひ
、
前
年
に
三
本
の
剣
を
得
た
芭
す
れ
ば
、
今

年
は
四
本
の
剣
を
獲
得
す
る
こ
ご
が
出
来
る
。
前
年
の
遅
い
善
い
泣
に
よ
る
方
が
今
年

ω遠
い
惑
い
道
に
J
る
よ

b
も
却
っ
て
結
巣
が
惑
い
。
此
の
こ

r
は
如
何
に
A
氏
族
を
驚
か
す
で
あ
ら
う
。
斯
縫
な
矛
盾
は
彼
等
を
し
て
考

へ
き
せ
す
に
は
お
か
ぬ
。

そ
こ
で
A
氏
族

ω
み
に
、

而
が
も
以
上
辿
ぺ
た
従
な
特
別
な
場
合
に
の
み
、

国
h
得。
Q

所

ω
或
る
事
例
が
起
る
。
ぞ
れ
は
彼
等
が
交
換
に
閲
し
て
計
算
を
始
め
る
ご
云
ふ
こ
ご
で
あ
る
o

交
換
の
現
場
で
給
付
物
や
反
調
給
付
物
を
計
つ

τ波
す
、

勿
論
そ
れ
は
、

吉
一
五
ふ
意
味
の
計
算
で
は
な
〈
、

削
削
念

ω
中
に
於
い
て

計
算
で
あ
る
o

其
ω
A
W
班
主
義
的
立
脚

諸
交
換
比
例
内
閲
係
を
は
っ
き
り
政
量
的
に
算
山
す
る
正
云
ム
意
味
の
、

一
本

ω剣
は
一
つ
の
方
訟
で
は
六
十
単

地
の
お
蔭
で
抑
止
に
A
は
、

今
日
の
吾
々
に
古
っ

τは
自
明
な
こ
Z
ど
が
、

位

ω笠
に
、
他
山
方
法
で
は
四
十
二
眠
位
に
相
常
す
る
、

ピ
一
五
ふ
守
」
ご
を
知
る
に
至
る
で
ゐ
ら
う
o

斯
岐
に

L
て
A
は
、
交
換
に
つ
い
て
糊
次
精
出
向
な
計
鋭
を
行
ム
岐
に
な
る
が
、
滋
に
此
慌
に
一
つ

ω
耕
一
品
質
を

接
見
す
る
・
郎
も
そ
れ
は
、
交
換
地
杭
を
巧
〈
粘
介
す
る
こ
ピ
に
よ
っ

d
t

「
州
得
」
を
得
る
-
』
記
が
可
能
で
あ
る

ご
云
ふ
こ
ご
で
ゐ
る
。
そ
こ
で
A
は
此

ω
如
械
を
質
際
に
肱
川
し
蜜
を
B
氏
族
に
於
い
て
小
牛
に
換
で
そ
の
小

牛
を
C
氏
族
に
於
い
て
馬
に
換
へ
、
夏
に
そ
的
馬
を
D
氏
族
に
於
い
て
剣
に
換
へ
、
一
真
に
又
そ
の
剣
を
E
氏
族
[

於
い
て
小
牛
に
換
へ
る
で
ゐ
ら
う
o

斯
〈
し
て
『
商
業
的
借
利
」
が
生
れ
る
。
交
換
比
例
は
固
定
し
て
ゐ
る
ー
に
が

ら
、
創
芭
小
牛
正
の
交
換
比
例
は
依
然
記
し
て
一
割
二
十
で
ゐ
旬
、
A
は
常
に
剣
一
本
に
つ
き
犬
匹
の
小
牛
に
相

営
す
!
ι
刺
符
を
奉
げ
る
こ
ピ
が
出
来
る
o

初
め
の
中
は
A
は
、
斯
山
川
な
勝
目
利
を
行
P
A
O
m
め
に
、
蜜
的
生
産
を
必
要

正
す
る
で
あ
ら
う
が
、
漸
夜
、
利
得
を
得
る
斜
め
に
は
必
宇
し
も
蜜
に
執
着
す
る
必
要
が
な
い
、

ご
云
ふ
・
』
ご
を

一一一一一• 
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且
且
る
様
に
な
る
。

A
は
利
得
己
し
て
得
た
小
牛
h

官
、
交
換
を
巧
く
給
令
し
て
、

他
物
に
換
え
て
行
〈
-
M
Z
に
よ
っ

て
管
利
を
行
ふ
-
』
ぜ
」
が
山
家
る
c

新
〈
の
如
〈
に
し
て
A
は、

断
次
自
ら
生
産
を
行
は
争
、

交
換
に
よ
っ
て
得
た

利
得
に
よ
nJ

て
生
活
を
替
む
や
う
に
な
る
o

彼
等
は
、
「
交
換
を
職
業
正
し
て
」
即
ち
利
得

ω
獲
得
者
ご
し
て
生
活

L
、
『
交
換
に
訴
へ
て
」
卸
も
自
給
自
足
の
代
り
に
購
買
者
ピ

L
て
・
生
活
す
る
や
う
じ
な
る
。
新
〈
巾
J

如，円、じ
'
L

侍
統
的
に
眠
つ
允
経
済
か
ら
合
理
的
に
ム
交
換
的
上
に
建
設
品
、
れ
た
経
済
に
特
化
し

τ
A
氏
族
の
経
携
は
、

f専
制b

主
義
の
た
ャ
中
へ
の
令
盟
主
義
の
突
入
ご
し
て
現
は
れ
る
o

斯
様
な
商
人
一

ω肱
出
生
は

ま

r周
囲

ω世
界
仁
何
等
大
な
る
援
動
を
引
起
き
な
い
。
交
換

ω相
手
方
ご

勿
論
、

他
り
氏
族
等
は
依

然
芭
し
て
侍
統
的
な
経
済
を
管
ん
で
居
る
o
斯
悦
な
回
定
的
な
習
慣
的
交
換
比
例
を
打
破
し
、
よ
り
以
上

ω俊
民

明
H

憤
的
交
換
比
例
は
依
然
芭
し
て
存
在
し
、

し
て
商
人
が
頻
紫
に
現
は
れ
る
様
に
な
っ
て
も
、

の
契
機
ご
な
る
所
の
も
の
は
、

商
人
同
士
の
交
換
で
め
る
、

郎
も
多
数
の
世
間
人
が
現
れ
彼
等
の
聞
に
交
換
的
行
は

何
等
刑
判
慣
に
よ
っ
て
束
縛
さ
れ
な
い
全
〈
新
し
い
w

所
の
も
の
を
生
み

れ
る
に
至
る
こ
ご
で
ゐ
る
。
此

ωこ
芭
は
、

此
川
り
桐
円
慣
は
岡
定
的
で
な

出
す
。
勿
論
商
人

ω聞
に
も
れ
慣

1
1前
悩
則
自
l
ー
が
生
す
る
。
然
し
第
一
に
は
、

〈
、
総
べ
て
の
越
化
に
劃
し
て
泊
雌
性
を
持
っ
て
ゐ
る
o

第
二
に
は
、

此
的
習
慣
は
交
換
比
例
を
回
定
せ
し
め
な

ぃ
。
商
人
間

ω
取
引
、

商
人

ω
集
合
、

は
政
ら
く
幾
千
年
も
の
間
制
定
さ
れ

τ
ゐ
た
所

ω交
換
比
例
を
瑚
術
以
態

に
陥
ら
す
。

商
人
等
が
回
定
的
な
交
換
慣
習
か
ら
離
れ
て
初
日
比
に
按
糊
す
る
仁
至
る
時
、
始
め

τ本
省
的
意
味
に
於
:
市

場
が
成
立
す
る
。
商
人
等
は
相
互
に
需
要
供
給
を
行
ひ
、
総
べ

τの
交
換
関
係
が
彼
等
を
通
じ
て
辿
叫
制
さ
れ
る

股

宛

計
算
貨
幣
と
交
換
食
鮪

第
二
十
士
容

O 
E 

第

蹴

O 
E 
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設

苑

計
算
貨
僻
と
克
挽
貨
僻

第
二
十
七
巻

一O
大

O ，、

第

現

そ
う
し
て
彼
等
の
聞
に
は
同
定
的
な
交
換
比
例
は
消
滅
し
、
交
換
比
例
は
附
言
共
に
動
揺
す
る
。

商
人
等

ω接
網
は
、
す
「
に
彼
等

ω聞
に
競
守
を
生
み
出
す
誇
で
は
な
〈
彼
等
は
各
ゃ
自
己
的
領
分
を
占
有
し

て
ゐ
る
で
ゐ
ら
う
が
、
彼
等
相
互
を
し
て
ド
ド
多
(
の
利
得

ω獲
得
を
可
抱
な
ら
し
め
る
ο
聞
も
前
に
壊
、
げ
た
例

で
云
へ
ば
、

A
氏
族
は
小
牛
ピ
馬

t
b孔
七
割
一
の
割
合
で
交
換
す
る
こ
ご
を
俄
儀
な
〈
古
れ
て
ゐ
た
が
、
他

ω商

人
は
他

ω彼
ω領
分
で
、
例
へ
ば
五
劃
一

ω割
合
で
共
れ
等

ω交
換
を
行
っ
て
ゐ
た
正
す
る
o

今
彼
ご
A
正
が
接

倒
す
る
-L
主
る
な
ら
ば
、
A
は
、
彼

ω相
手
方
た
る
仙
的
商
人
が
五
匹
の
小
牛
で
得
た
所
の
馬
一
匹
に
劃
し
て
六

匹
の
小
牛
を
提
供
す
る
こ
ど
が
出
来
る
o

此
川
町
場
令
に
、
相
手
の
商
人
は
馬
一
匹
仁
っ
き
小
牛
一
匹
の
利
得
を
獲

る
が
、

A
も
亦
今
や
小
牛
十
二
匹
で
一
本

ω
制
仰
を
符
る
こ
Z
が
出
来
、
主
(
れ
を
小
牛
二
十
匹
で
E
に
譲
渡
す
れ

ば
、
剣
一
本
に
つ
き
入
匹

ω小
牛
を
利
す
る
こ
苫
が
出
来
る
。

商
人
が
利
得
を
獲
る
潟
め
仁
は
交
換
を
巧
〈
結
令
す
る
こ
正
が
必
要
で
め

b
、
ぞ
れ
に
は
計
算
が
必
要
で
あ

る
。
所
が
商
人
・
己
商
人
ど
の
接
鮒
は
此
の
計
算
h
a
困
難
な
ら
し
め
る
。
第
一
に
、
商
人
は
今
迄
己
臭
っ
た
態
度
で

交
換
を
行
は
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
様
に
な
る
。
同
業
者
£
の
接
鯛
に
よ
っ
て
、
今
迄
吉
選
っ
て
利
得
獲
得

ω
可
能

性
を
ば
線
べ
て
強
め
明
白
に
算
出
し
な
り
れ
ば
な
ら
な
い
様
に
盆
牟
な
っ
て
来
る
が
・
交
換
の
連
鎖
は
増
加
し
甚

だ
計
算
が
複
雑
に
な
る
。
第
こ
に
は
、
習
慣
的
交
換
比
例
の
外
に
商
人
間
り
「
商
実
上
』
の
交
換
比
例
が
生
じ
、
こ

れ
は
時
に
よ
b
獄
況
に
よ
ち
勤
捕
し
始
め
る
o

第
三
に
は
.
商
人
聞
の
取
引
は
習
慣
的
交
換
英

ωも
の
を
不
安
定

仁
す
る
。
例
へ
ば
前
例
の
C
氏
族

ω股
態
を
考
へ
て
鬼
ょ
。
商
人
相
互
の
交
換
が
始
っ
て
以
来
、

A
は
C
か
ら
馬

を
持
も
去
ら
な
く
な
る
。
恐
ら
〈
ま
た
其
れ
さ
岡
崎
に
、

C
は
其
の
習
慣
的
交
換
の
相
手
方
た
る
B
氏
族
及
び
D

一 一 一 一一一一
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C
は
他
的
商
人
吉
接
鯛
せ
ん
芭
す
る
で
あ
ら

ぅ
。
此

ωこ
ご
は
、

氏
族
を
も
失
ふ
で
ゐ
ら
う
。
斯
様
な
窮
況
か
ら
脱
す
る
縛
め
に
、

あ
の
本
賞

ω市
場
に
奉
加
す
る
こ
Z
を
意

一一一一一一一一一一叩一一一一一一一一

C
に
ご
っ
て
は
商
人
等

ω聞
に
存
在
す
る
所
の
、

斯
く
の
如
〈
に
し
て
競
守
が
起

る
。
然

L
C
は
同
時
に
又
一
匹
の
馬
に
劃
し
て
、

A
以
外
り
他

ω商
人
に
よ
っ
て
は
A
の
領
分
へ
の
侵
入
を
意
味
す
る
o

以
前
の
様
に
七
匹
の
小
牛
で
は
な
〈
て
、

米
し
、

牛
を
以
っ
て
満
足
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
b
、

人
間
的
競
守
は
漸
々
意
識
的
に
な
る
。

E
も
、

総
な
不
利
な
交
換
比
例
を
改
め
る
様
に
な
る
で
あ
ら
う
。
此
れ
等
の
新

L
い
v

交
換
比
例
が
、

再
び
習
慣
的
に
な
る

六
匹
又
は
五
匹
の
一
小

市
場
以
外
に
於
い
て
も
習
慣
的
交
換
比
例
が
破
壊
苫
れ
る
。
商

A
1
迄
は
サ
謝

の
割
合
で
小
牛
己
剣
子
炉
-
交
換
し

τゐ
た
が
、
斯

か
も
知
れ
な

ν。
然
し
乍
ら
兎
に
角
田
定
的
な
交
換
比
例
は
弛
緩
し
た
の
で
ゐ
る
。

然
し
議
に
甚
ピ
重
大
な
る
困
難
が
起
る
。
そ
れ
は
、
商
人
等

ωみ
が
戚
す
る
の
で
あ
る
が
、
ま
た
彼
等
に
£
っ

て
i
湛
え
難
い
所

ωも
の
で
ゐ
る
。
方
向
に
於
い
て
、
分
量
に
於
い
て
、
今
、
混
乱
し
て
ゐ
る
所
の
交
換
取
引

を、

1
1

つ
i
h
Z
見
渡
す
こ

Z
は
甚
だ
困
難
に
な
る
。
然
る
に
商
人
に
ご
つ
て
は
此
れ
に
つ
い
て
明
確
な
智
識
を

持
つ
-
』
ご
が
必
要
で
ゐ
品
。
然
し
乍
ら
縫
i
色
々
な
方
面
へ
蹴
っ
て
行
、
君
、
盆
I
長
い
迩
鎖
に
入
り
込
ん
で
行
〈

所
の
、
諸
交
換
比
例
を
通
算
す
る
こ
Z
は
、
帯
地
に
は
不
可
能
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
o
商
人
は
常
仁
、
彼
が
交

換
に
よ
っ
て
獲
得
す
る
所

ω、
或
は
獲
得
し
得
る
所
の
、
一
定
の
品
物
に
つ
い
て
利
得
の
計
算
を
し
な
け
れ
ば
な

ー
な
い
が
、
今
や
、
此
し
れ
等
り
品
物
の
他
…
り
諸
物
仁
謝
す
る
交
換
抽
出
カ
は
盆
t
紛
糾
ー
し
て
、
利
得

ω計
算
は

ν
よ

い
よ
困
難
に
な
ゐ
。
そ
ニ
で
各
一
財
の
交
換
能
力

ω統
一
的
な
表
現
が
最
も
必
要
正
な
る
、
悲
し
〈
一
疋
へ
ば
、
そ
J
U

ぞ
れ
の
財

ω
一
車
位
に
附
嵐
し
て
居
り
、
そ
う
し
て
そ
の
財
が
入
り
込
ん
で
居
る
所
の
総
べ

τの
交
換
比
例
を
諦

設

耳E

計
算
貨
符
と
交
換
貨
僻

第
二
十
七
巻

O 
七

節

税

。
七

4駒

，
 

d
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，
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話

苑

t再

就

O 
A 

計
算
貨
僻
と
定
換
貨
僻

第
二
十
七
巻

一Oλ

は
い
J
f
れ
自
身

ω中
に
止
揚
し
て
ゐ
る
か
の
伎
な
、

同
一
戸
時
務
の
数
量
が
必
要
で
め
る
。

新
〈
の
如
〈
に
し
て
吾
々
は
今
や
、

概
念
的
形
態
ご
し
て
偲
絡
が
商
人
に
ど
っ

τ如
何
に
重
要
で
ゐ
品
川
ゲ
竺

一
定
の
期
間
に
獲
得
苫
れ
る
所

ω、

よ
〈
理
解
す
る
こ
ご
が
出
来
る
。

そ
れ
に
よ
っ
て
、

或
は
獲
得
可
飽
.
ご
し
て

雌
官
刺
の
潟
め
に
必
要
正
せ
ら
れ
る
も
の
、
合
計
、

強
制
加
古
れ
る
所
の
利
得
の
A
R前、

が
可
能
ご
な
る
、

即
も
そ
れ

仁
よ
っ
て
「
計
算
ご
し
て
の
鐸
利
」
が
可
能
ご
な
る
。
商
業
的
営
利
は
其
の
目
標
が
数
量
的
で
あ
る
か
ら
必
然
的
に

計
算
的
で
あ
る
。

倍
、
御
念
的
形
態
ご
し
て
の
侭
絡
が
一
皮
質
際
問
問
己
な
る
な
ら
ば
、
何
か
ら
情
位
を
採
る
か
ど
云
ふ
こ
ど
、

換
言
す
れ
は
貨
僻
単
位
を
提
供
す
る
所

ωも
の
、
選
探
が
問
題
古
な
る
。
否
々
は
机
念
的
形
践
と
し

τの
問
問
格
に

封

L
て
必
要
な
単
位
を
山
問
え
る
所

ωも
の
を
計
算
貨
僻
正
名
づ
り
ゃ
う
。
計
算
貨
併
記
槻
念
的
形
鵡

Z
L
て

ω問問

格
£
は
相
互
に
制
約
し
合
ふ
。
計
算
貨
幣
が
無
り
れ
ば
御
念
的
形
態
Z
し
て
の
偲
栴
は
な
い
が
、
後
者
を
生
む
ζ

E
仁
」
つ
L
の
み
戒
る
物
は
計
算
貨
徽
ど
な
る
。

其
の
性
質
上
、
単
位
的
に
分
量
的
で
ゐ
h
・
そ
の
ニ
ご
に
よ
っ
て
凡
ゆ
る
計
算

ω
根
本
保
件
を
提
供
す
る
も
の

、
み
が
、
計
算
貨
幣
た

h
得
る
o

そ
の
単
位
は
、
「
一
匹
の
牛
」
『
一
仰
の
貝
同
一
枚

ω狐
皮
」
d
云
ム
様
な
自
然
的

な
間
半
位
で
ゐ
っ
ー
も
よ
い
、
戒
は
皮
蛍
衡
に
よ
る
単
位
‘
郎
も
「
一
升
的
措
」
「
一
ャ

1
片
山
貝
締
」
『
一
磁

ω金
』
正

一
去
ふ
が
如
き
も
の
で
あ
っ
て
も
よ
い
、
或
は
更
に
計
算
貨
幣
己
し
て
の
機
能

ω絡
め
に
人
工
的
に
作
ら
れ
党
所

ω

単
位

1
1胞
の
場
合
に
は
純
金
二
分
令
一
岡
ご
す
ピ
云
ふ
械
に
度
量
衡
に
よ
る
単
位
が
刊
蒋
ご
し
て
件
ふ
か
、
或

は
一
一
烏
克
は
一
一
一
分
ノ
一
タ
ア
ヌ
ア
に
等
し
吉
一
云
ふ
徒
に
、
他

ω田
平
位
に
劃
す
る
闘
係
が
掲
げ
ら
れ
る
が
ー
ー
で
あ

• 

・""，*.-./， 
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っ
て
も
よ
い
。
会
〈
特
殊
な
健
件

ω下
に
於
い
て
は
「
神
話
的
』
な
軍
位

1
|名
稀
に
於
い
て
の
み
海
在
し
‘

事

苦
し
て
は
阪
に
巴
ぴ

τ仕
舞
っ
た
様
な

1
lの
使
用
も
考
へ
得
ら
れ
る
。

右
に
遁
ぺ
た
様
な
特
質
を
持
っ
た
も

ω、
中
何
が
選
ば
れ
る
炉
。
商
人
の
聞
に
於
い
て
設
も
頻
繁
じ
取
引
さ
れ

;
f
f
!
'
'

〉

l

i

、

る
品
物
が
越
ば
れ
る
こ
ご
も
庄
ら
う

或
は
後
に
逃
べ
る
所

ω交
換
貨
僻
ご
し
て
の
機
能
を
珠
想
し
て
会
〈
他
の

最
も
頻
繁
に
取
引
さ
れ
る
口
刷
物
が
遮
ば
れ
る
ご
し
て
も
、
第
一

ー

品
物
が
選
ば
れ
る
こ
正
も
ゐ
ら
う
。
然
し
・

は
、
そ
れ
は
一
佼
盗
の
様
に
こ
っ
そ
ち
貨
幣
の
役
目
に
忍
び
込
む
の
で
は
な
〈
司
、

自
己
の
必
要
を
よ
〈
知
っ
て
ゐ

る
人
々
に
よ
っ
て
意
識
的
に
選
搾
苫
れ
る
の
で
あ
る
。

第
二
仁
は
、

そ

ω目
的
は
交
換
を
容
易
な
ら
し
め
る
よ
ち

も
寧
4
4
最
初
は
「
計
算
正
し
て
の
笹
利
」
を
可
能
な
ら
し
め
る
こ
正
仁
在
る

Q

第
三
に
は
、
新
総
な
選
川
崎
し
か
ら
、
始

一
般
の
人
々
に
影
響
す
る
や
う
な
何
物
も
起
ら
な
い
。
総
べ
て
は
交
換
及
び
比
例
に
就
い
て
知
識

め
の
中
仁
は
、

を
有
す
る
人
々
、

即
も
狭
い
商
人
仲
間
内
に
於
い
て
行
は
れ
る
。

然
し
此
砂
市
間
人
仲
間
内
に
於
い
て
は
、

勿
論
鴬
該
選
擦
は
商
慣
習
の
中
に
於
hw
て
完
成
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

h
v
o

題
提
時
、
何
等
か
の
協
定
か
ら
山
後
L
、
英

ω協
定
に
他
的
人
々
が
自
盤
的
に
従
ム
ピ
云
ム
様
に
し
て
行
は

れ
や
'
フ
古
も
、

賞
際
上

ω結
川
市
か
ら
見
て
『
会
事
』
イ
」
な

h
、
商
人
仲
間
的
内
に
於
い
て
、

需
要
供
給
‘

品
且
品
目
+
ノ
、

4
μ
w
w
-
b
v
 

拒
絶
等
総
べ

τの
行
活
が
、

特
殊
な
数
量
即
も
観
念
的
形
態
ご
し
て
の
痕
椅
を
基
本
正
し
て
行
は
れ
る
様
に
な
ら

な
り
れ
ば
な
ら
な
い
。
其
れ
以
前
に
個
々
の
人
々
が
、

自
分
丈
け
で
、

一
一
側
の
財
の
単
位
を
基
本
Z
し
て
総
べ

τ

ω交
換
比
例
を
換
算
し
た
、

吉
一
目
ふ
様
な
ニ
ビ
も
あ
り
得
ゃ
う
。
例
へ
ば

前
に
皐
げ
た
A
ご
云
ム
氏
族
が
、
蜜

叉
は
小
牛
ぞ
謂
は
い
V

「
倒
人
的
貨
幣
』
ご
し
て
使
用
し
た
、

芭
一
広
ム
様
な
こ
古
も
あ
h
得
る
で
ゐ
ら
う
。
此
の
こ
ヰ

詑

苑

計
算
貨
併
と
交
換
貨
幣

第
二
十
七
巻

O 
九

第

観

。
丸
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設

計
算
貨
幣
と
交
換
貨
櫛

施

第
二
十
七
巻

O 

O 

第

披

二
三
の
お

は
、
彼
等
に
封
L
交
換
比
例
の
通
算
を
殆
ん
Y
」
会
〈
容
易
な
ら
し
め
な
か
っ
た
で
あ
ら
う
け
れ
Y
」も、

針
を
奥
へ
た
で
ゐ
ら
・
フ
。
然
し
商
人
仲
間
会
館
に
一
旦
つ

τ・
取
引
が
一
定
の
財
を
基
礎
ご
し
て
行
は
れ
る
に
至
っ

て
始
め
て
、
交
換
仁
於
け
る
杢
比
例
関
係
が
明
般
に
統
一
的
に
表
は
さ
れ
る
。
動
指
的
交
換
比
例
ゆ
漣
鋭
的
系
列

の
代
b
仁
、
今
や
動
揺
的
数
量

ω連
続
的
系
列
が
生
じ
、
立

(ω
数
量
は
各
財
に
其
の
特
有
の
数
量
Z
し
て
附
着
す

，。。制
念
的
形
態
ご
〔
て
の
債
格
の
費
生
は
、
最
初
は
交
換
取
引
自
身
に
は
何
等
の
麓
化
を
奥
へ
な
い
。
例
へ
ば
商

人
間
に
於
レ
て
最
も
頻
繁
に
取
引
さ
れ
る
口
聞
物
が
計
算
貨
幣
さ
し
て
選
ば
れ
た
場
合
に
、
こ
れ
が
震
め
に
其
の
商

品
は
長
初
は
少
し
も
其
の
流
通
性
を
増
加
し
は
し
な
い
。
逆
に
A
T
迄
市
場
に
於
い
て
取
引
さ
れ
な
い
様
な
品
物
が

選
持
さ
れ
た
ご
し
て
も
、
そ
れ
は
こ
れ
が
幼
時
に
市
場
取
引

ω巾
へ
容
き
込
ま
れ
は
し
な
い
o

況
ん
や
市
場
外

ω

交
換
を
や
、
市
場
の
内
に
於
い
て
き
へ
醤
組
依
然
た
り
で
は
な
い
か
。
交
換
は
原
則
ご
し
て
「
自
然
』
交
換
で
あ

る
。
然
し
此
蕗
に
一
つ
の
例
外
が
生
A
Y
る
o

何
故
な
れ
ば
‘
商
人
の
相
互
的
需
要
供
給
の
間

ω不
平
均
が
存
在
す

る
場
合
に
、
時
間
依
部
品
川
に
謝
し
て
計
算
貨
幣
た
る
財
を
代
位
せ
し
め
て
、
此
れ
を
「
清
算
』
す
る
慌
に
な
る
で
あ
ら

う
か
ら
で
あ
る
。

然
1
一
間
も
な
く
計
算
貨
幣
は
「
間
接
」
交
換
に
於
け
る
交
換
手
段

E
L
τ
使
用
さ
れ
る
や
う
に
な
る
o

供
給
に
謝

す
る
需
要
の
不
存
在
、
或
は
需
要
に
劃
す
る
供
給

ω不
存
在
ご
一
広
ふ
こ
ど
は
甚
だ
起
h
易
い
も
の
で
あ
・
9
・
斯
〈

の
如
き
場
合
に
は
、
今
迄
で
も
阪
に
迂
路
を
経

τ
的
交
換
が
行
は
れ
た
が
、
習
慣
の
総
べ
て
の
束
縛
を
持
た
な
レ

商
人
は
特
に
斯
伎
な
交
換
を
斜
す
能
力
を
備
へ
て
ゐ
る
。
ぞ
れ
故
に
五
日
々
は
、
彼
が
第
二
歩
目
に
は
目
的
物
を
獲

• 
，
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得
出
来
る
や
う
な
最
も
近
い
迂
路
を
経
て
の
交
換
を
常
仁
行
は
ん
芭
し
て
ゐ
る
、
古
見
て
よ
い
で
あ
ら
う
。
最
も

近
い
迂
踏
を
経
て
の
交
換
を
刷
局
す
の
に
如
何
な
る
財
が
通
常
で
め
る
か
は
市
場
の
般
況
に
依
存
す
る
。
市
場
に
於

い
て
自
己

ω欲
す
る
所
の
品
物
を
会
〈
入
手
す
る
こ
ご
が
出
来
示
、
-
究
の
市
場
迄
待
た
な
り
れ
ば
な
ら
な
い
や
う

な
時
に
は
、
一
時
、
代
位
物
を
反
輔
副
給
付
ご

L
τ
受
け
取
っ
て
置
〈
の
が
好
都
合
で
あ
ら
う
。
こ
の
縛
ぬ
に
は

「
最
も
煩
繁
に
取
引
Z
れ
る
」
財
が
最
上
で
あ
る
こ
ご
は
明
白
で
あ
る
、
そ
う

L
て
商
人
は
何
が
最
も
頻
繁
に
取
引

Z
れ
る
か
を
も
知
。

τゐ
る
o

然
L
第
一
に
は
、
こ
れ
が
怨
め
仁
は
市
場
に
供
給
さ
れ
た
商
品
中
の
最
も
伺
紫
に

取
引
さ
れ
る
所
の
も
の
が
問
題
ご
な
る
に
り
で
あ
b
、
第
二
に
は
、
市
場
に
於
け
る
商
品
の
流
通
性
、
被
愛
好
性

の
税
廃
に
よ
っ
て
選
諜
が
動
揺
す
る
。
之
ド
反
し
、
併
に
計
算
貨
幣
た
る

ω
役
目
を
持
つ
児
所
の
財
に
就
い
て
は

る
一
〈
事
情
を
異
に
す
る
o

某
れ
が
以
前
に
「
最
も
煽
紫
に
取
引
苫
れ
る
」
財
で
あ
っ
た
Z
否
ご
に
闘
し
な
い
。
ぞ

れ
は
「
間
接
』
交
換

ω媒
介
を
早
晩
獅
占
し
一
工
仕
郷
宍
此

ω叫
川

ω媒
介
は
自
づ
か
ら
最
も
遅
い
迂
踏
の
交
換
に
導

〈
か
ら
で
ゐ
る
。
何
故
ピ
云
ふ
の
に
此
の
財
は
、
他
の
財
に
比
し
無
比
の
優
位
|
|
そ
れ
は
軍
な
る
程
度
ψ
問
題

で
は
な
い
ー
ー
を
占
め
る
こ
Z
に
よ
っ
て
、
譲
渡
に
も
受
納
に
も
同
様
に
歓
迎
さ
れ
る
。

何
故
此

ω財
が
質
際
の
交
換
上
り
利
釜
山
り
匁
め
に
受
取
ら
れ
る
や
う
に
な
る
か
Z
云
ム
に
、
ぞ
れ
は
「
清
算
』

ω

場
合
に
於
い
て
も
「
間
接
」
交
換

ω場
合
に
於
い
て
も
極
め
て
明
映
で
ゐ
る
。
「
清
算
』

ω
場
合
に
、
計
算
貨
他
国
的
役

目
を
務
め
て
ゐ
る
所
的
財

ω
一
定
分
監
に
よ
っ
て
、
残
怜
部
分
を
支
梯
ふ
な
ら
ば
、
何
が
起
る
か
?
残
俄
部
分

は
此
山
財
り
単
位
仁
於
い
て
算
出
さ
れ
て
ぬ
た
の
で
あ
る
、
そ
れ
故
に
此
山
一
軍
位
に
於
い
て
考
へ
ら
れ
て
ゐ
た
所

の
勘
定
を
、
同
一
単
位
に
於
い
て
現
貨
仁
支
梯
っ
た
uv
け
で
ゐ
る
。
「
閃
接
」
交
換
的
場
合
に
は
も
っ
正
明
白
で
あ

詑

苑

計
算
貨
僻
と
交
換
貨
僻

第
二
十
七
巻

第

腕

• 一 一 一 一一
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第
二
十
七
巻

第
-
一
揖

設

苑

計
算
貨
僻
と
交
換
貨
幡

る
o

助
の
場
令
に
は
特
に
、
考
へ
ら
れ
て
ゐ
た
所
の
も
の
が
自
然
ご
現
質
へ
特
化
す
る
。
計
算
貨
幣
が
布
在
す
る

な
ら
ば
、
二
物
は
、
多
少

ω差
以
ゐ
る
が
、
大
世
に
於
い
て
其
れ
等
の
も
の
、
観
念
的
形
鱒
ご
し

τの
債
格
ぞ
標

準
ご
し
て
交
換
苫
れ
る
o

所
が
、
此
の
御
念
的
形
越
正
し
て
の
債
格
な
る
も
の
は
、
計
算
貨
幣

ω車
位
に
於
い

τ

考
へ
ら
れ
て
ゐ
る
。
供
給
商
品
に
謝
し
て
需
要
商
品
が
存
荘
し
な
い
な
ら
ば
、
貨
幣
車
位
に
於
い
て
観
念
さ
れ
て

ゐ
た
所

ωも
ω
が
、
貨
幣
単
位
に
於

ν
て
寅
現
吉
れ
る
の
は
常
然
で
あ
る
。
此
の
場
合
に
は
、
供
給
商
品
に
謝
し

て
需
要
前
日
聞
が
存
在
し
な
い
の
で
ゐ
る
か
ら
、
交
換
は
其
の
本
来

ω目
的
は
こ
れ
を
達
し
な
い
謬
で
ゐ
る
げ
れ

E

も
、
人
は
彼
の
供
給
商
品
が
妥
常
す
る
所
の
も
の
を
得
る
こ
己
が
出
来
る

Q

何
故
な
れ
ば
、
供
給
商
品
が
換
算
さ

れ
1
ゐ
る
所

ω貨
幣
単
位
を
現
貨
に
受
げ
取
る

ω
で
ゐ
ゐ
か
ら
、
供
給
商
品

ω具
購
化
さ
れ
た
る
『
煩
低
』
を
受
け

取
る
こ
ご
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
貨
幣
単
位
に
於
り
る
計
算
が
、
同

ι単
位

ω具
僅
的
な
譲
渡
芭
云
ム
形
式
に
於

い
て
質
現
ち
れ
る
場
合
に
は
支
抑
が
起
る
。
斯
〈
の
如
〈
に
し
て
、
計
算
貨
幣
Z
し
て
作
用
し
て
ゐ
た
所
の
財
が

交
換
に
於
い
て
現
貨
に
支
梯
は
れ
る
所
の
貨
幣
ご
し
て
現
は
れ
る
。

総
ぺ
て
の
支
捌
が
計
算
を
前
提
己
す
る
ご
同
様
に
、
計
算
貨
鯵
が
阪
に
存
在
し
な
い
な
ら
ば
交
換
貨
桜
は
現
は

れ
な
い
。
貨
幣
的
計
算
・
貨
幣
単
位
に
於
け
る
計
算
の
方
が
、
交
換
に
於
け
る
貨
幣
使
用
、
即
も
交
換
貨
鮮
の
受

授
よ
h
も
必
然
的
に
先
行
す
る
o
削
醐
念
的
形
鴎
己
し
て
の
債
格
を
見
落
し
て
は
な
ら
な
い
o
交
換
貨
鮮
が
端
初
で

は
な
い
の
で
ゐ
る
G

品
川
又
流
辿
性

ω翠
な
る
程
度
上
の
差
は
交
換
貨
併
を
基
礎
づ
け
る
も
の
で
は
な
い
。
「
最
も

頒
紫
に
取
引
さ
れ
る
」
財
が
・
少
〈
共
そ
れ
自
身
ぜ
し
て
、
貨
幣
に
な
る
の
で
は
な
レ
。
逆
に
院
に
貨
帯
の
役
目

1
1
勿
論
そ
れ
は
計
算
貨
幣
Z
し

τの
1
ー
を
務
め
て
ゐ
る
所
の
財
が
、
必
然
的
に
「
最
も
煽
紫
に
取
引
さ
れ
る
」

一 一 一一
....J .，~ 



財
正
な

h
市
場
の
常
客
ご
な
る
の
で
ゐ
る
。

以
上
遁
ぺ
た
様
に
或
品
種
ゆ
財
の
計
算
貨
幣
ご
し
て
の
役
目
の
方
が
本
源
的
で
あ
っ
て
、
交
換
貨
幣
ご
し
て
の

そ
れ
か
ら
引
き
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
計
算
貨
幣
た
る
所
の
も
の
は
同
時
に
交
換
貨
幣
た
る
を
要
L

役
目
は
、

な
い
が
、
交
換
貨
幣
は
同
時
に
計
算
貨
幣
で
あ
る
。

交
換
貨
幣
Z
し
て
現
は
れ
る
財
は
、
交
換
に
入
b
込
ん
で
ゐ
る
総
吋
て
の
刻
の
中
、
最
も
交
換
古
れ
易

ν
も
の

ぜ
し
て
認
め
ら
れ
な
り
れ
ば
な
色
な
い
。
-
」
れ
が
縛
め
に
は
其
れ
は
郁
々
の
特
質
を
具
有
す
る
苧
』
芭
が
必
要
で
あ

る
。
例
へ
ば
、
分
割
性
、
持
鋭
性
、
一
般
的
使
用
性
、
運
搬
性
等
が
そ
れ
で
ゐ
る
。
こ
れ
等
の
諸
特
質
を
最
も
よ

〈
共
有
す
る
の
は
賞
金
厳
で
あ
る
。
如
何
な
る
財
が
交
換
貨
幣
た
る
の
役
目
を
引
受
け
長
く
共
の
役
目
を
維
持
す

る
か
は
、
此
れ
等
の
諸
特
質
に
於
げ
る
優
秀
吉
仁
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
。
そ
れ
故
に
、
金
凶
脂
製
の
道
具
が
、
木
製

骨
製
石
製
の
道
具
を
駆
逐
し
た
ご
同
様
仁
、
賞
金
臓
が
貨
融
制
ご
し
て
完
全
に
勢
カ
を
占
め
る
。
然
し
此
の
こ
正
は

純
4
・
質
的
の
経
過
で
ゐ
つ
て
の
め
E
を
の
己
品
の
誤
値
正
解
し
て
よ
い
ご
云
ふ
殺
な
根
本
的
な
事
柄
で
は
な
い
。

前
識
の
諭
特
質
の
異
有
如
何
に
よ
っ
て
事
財
の
変
換
貨
融
加
に
制
到
す
る
適
性
が
決
め
ら
れ
る
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て

交
換
貨
幣
の
役
目
其
れ
自
慢
が
決
め

ιれ
る
評
で
は
な
い
。
交
換
貨
幣
使
用

ω根
祇
に
は
、
常
に
貸
借
的
計
算
が

横
っ
て
ゐ
る
。
貨
幣
車
位
を
現
寅
に
数
へ
上
げ
る
こ
ピ
に
よ
っ
て
質
現
苫
れ
る
所
の
も
の
は
、
貨
幣
車
位
に
よ
る

計
算
Z
し
て
常
に
思
惟
に
一
脱
し
て
ゐ
る
事
柄
で
あ
b
、
こ
れ
は
、
交
換
及
び
共
の
比
例
金
精
帥
的
に
克
服
す
る
必

要
の
中
に
深
〈
根
を
お
ろ

L
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
、
交
換
に
於
い
て
反
劃
給
付
ご
し
て
支
梯
は
れ
る
貨

幣
に
よ
っ
て
、
商
品
が
妥
嘗
す
る
所
の
も
の
が
委
を
帽
酬
は
に

L
、
そ
礼
に
於
い
て
、
商
品
の
『
債
依
」
が
具
健
化
苫

誕

計
算
貨
幣
と
交
換
貨
幣
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第
二
十
七
巻

四

詑

施

計
算
貨
幣
と
交
換
貨
幣

れ
、
共
の
概
念
的
形
態
己

L
Z
の
侭
格
が
限
に
見
え
る
も
の
ご
な
る
の
で
ゐ
品
。
兎
に
角
‘
交
換
仁
一
於
り
る
貨
幣

使
用
は
根
本
的
な
「
貨
融
刷
機
能
」
ご
し
て
の
計
算
貨
幣
泡
湖
及
L
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
「
間
接
」
交
換
の
媒
介
者

ご
し
て
貨
幣
を
観
察
す
る
時
.
主
ご
し
て
分
割
性
持
縦
性
・
・
;
・
等
の
諸
特
質
の
み
が
顧
み
ら
れ
た
が
、
或
る
物

は
、
計
算
貨
幣
ご
し
て
使
用
さ
れ
某
の
放
に
交
換
貨
融
市
ど
な
る
に
至
る
、
ご
云
ふ
-
」
ど
に
比
す
れ
ば
、
此
h
H

等
の

諸
特
質
は
第
二
次
的
の
も
の
で
あ
る
o

以
上
越
べ

τ来
た
所
仁
よ
っ
て
次
の
や
う
な
結
論
に
達
す
る
、
帥
も
或
る
物
は
『
交
換
手
段
』
ご
し
て
貨
幣
に
な

る
の
で
は
な
〈
、
貨
融
市

t
L
て
不
可
避
的
に
『
交
換
手
段
』
芭
な
る
の
で
あ
る
。

以
上
が
ゴ
ッ
F
Y
の
所
論
の
大
要
で
あ
る
。

ゴ
ッ
ト
戸
の
所
論
に
岨
劃
し
て
色
hr
な
疑
問
が
起
る
で
あ
ら
う
。
果
L
て
ゴ
ッ
ト

Y
の
云
も
様
仁
、
費
生
的
に
見

て
計
算
貨
幣
が
交
換
貨
併
よ
h
-
b
優
位
を
占
め
る
か
何
う
か
、
は
大
い
に
疑
は
し
い
o

純
粋
に
抽
象
的
な
貨
融
市
的

計
算
に
よ
っ

τ複
雑
な
る
交
換
比
例
を
精
紳
的
に
克
服
す
る
、
宝
石
ム
が
如
き
こ
ご
は
、
具
程
的
な
交
換
手
段
の

l
i其
れ
は
勿
論
今
日
の
如
旨
完
成
せ
ら
れ
た
る
形
態
仁
一
於
け
る
貨
併
で
あ
る
こ
ご
を
必
要
正
し
な
い

l
l所
調

曹
畏
僻
(32mE)ご
呼
ば
れ
て
ゐ
る
所
の
も
の
で
あ
っ
て
よ
い

1
|受
授
な
〈
し
て
旬
フ
し
て
可
能
で
ゐ

ら
う
。
エ
ピ
ッ
ヒ
な
ど
も
云
っ
て
居
る
様
に
、
子
供
が
抽
象
的
な
数
を
取
扱
ふ
前
仁
計
算
機
の
具
健
的
な
戚
性
的

な
玉
の
動
き
に
よ
っ
て
計
算
芭
一
五
ム
ヨ
h
E
を
殺
へ
ら
れ
る
ご
同
様
に
、
臼
卦
健
的
な
-
交
換
手
段
の
受
授
が
め
っ
て
始

め
て
観
念
的
貨
幣
計
算
が
賛
同
庇

L
得
る
の
で
は
な
か
ら
う
か
。
プ
ッ
ト
F

は
『
今
迄
市
場
に
於
い

τ取
引
苫
れ
な
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い
財
」
郎
ち
商
品
で
な
V
財
が
計
算
貨
幣
ご
し

τ使
用
せ
ら
れ
る
可
能
性
を
認
め
て
居
る
が
、
斯
く
の
如
き
財
が

如
何
に
し

τ計
算
貨
幣
Z
な
り
得
る
の
か
理
解
す
品
こ
古
が
出
来
な

ν。
め
る
財
が
計
算
貨
幣
ピ
な
る
縛
め
に

は
其
の
財
ご
諸
多
の
財
Z
の
過
去
の
交
換
比
例
に
つ
い

τの
経
験
な
〈
し
て
は
全
〈
不
可
能
で
あ
ら

5
。
何
故
な

れ
ば
、
そ
ろ
で
な
り
れ
ば
此
の
財
ご
諸
多

ω財
苫
を
槻
念
の
中
に
於
レ
て
倒
係
せ
し
め
調
格
を
算
出
す
る
潟
め
の

何
等
内
標
準
も
存
在
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。
少
〈
共
、
計
算
貨
勝
た
る
所
の
財
は
、
抑
制
A
T
ぞ
れ
が
現
在
は
市
場
じ

於
い
て
流
通
l
て
ゐ
な
(
さ
も
、
過
去
に
於
い
て
流
通
し
て
居
っ
た
所
の

1
1
そ
う
し
て
恐
ら
〈
は
最
も
流
通
性

に
官
h
u

で
居
た
所
の
|
|
財
印
も
商
品
で
ゐ
っ
た
・
}
正
は
絶
掛
的
に
必
要
で
ゐ
る
ご
思
ふ
。

尤
も
ゴ
ッ
ト
ル
の
様
に
、
計
算
貨
幣
は
同
時
に
交
換
貨
僻
|
|
或
は
ゴ
ッ
ト
戸
自
身
の
語
で
一
疋
へ
ば
『
支
抑
貨

幣
」
|
|
允
る
こ
Z
を
必
要
ざ
し
な
い
が
、
交
換
貨
鮮
は
同
時
に
計
算
貨
幣
た
る
こ
ご
が
必
要
で
の
る
ご
始
め
か

ら
決
め
て
か
、
る
な
ら
ば
、
如
何
に
或
る
川
川
が
交
換
手
段
ご
し
て
一
般
的
仁
一
堂
授
さ
れ
後
ご
も
、
そ
れ
が
同
時
に

計
算
貨
幣
た
る
機
能
を
有
し
な
い
限
'
り
は
交
換
貨
幣
ご
は
一
五
ひ
得
な
い
誇
に
な
り
、
計
算
貨
幣
交
換
貨
幣
り
問
題

は
、
術
語
の
上
の
問
題
に
柿
開
化
す
る
恐
れ
が
ゐ
る
。
例
へ
ば
喚
太
利
に
於
い
て
は
、
グ
Y
J
7
y

紙
鯵
の
柏
崎
め
に
在

来
の

r
y
デ
ン
銀
貨
は
市
場
よ
h
踊
逐
き
れ
、
交
換
手
段
た
る
機
能
は
グ

U
Y

デ
vv
紙
併
が
濁
占
し
た
村
れ
ど
も
、

グ
U
F
J
7
y

銀
貨
は
人
々
の
意
識
の
中
に
於
い

τ作
在
し
御
念
的
な
煩
格
の
単
位
ピ
し
て
使
用
事
れ
、
一
グ
七
プ
ン

(
紙
幣
ご
し
ず
の
)
は
一

r
p
J
ア
ン
よ
b
も
倒
備
が
少
い
、

Z
一
五
ム
が
加
古
奇
現
象
を
呈
し
た
が
、
プ
ッ
ト
Y

の
立

場
よ
h
す
れ
ば
、
此

ω場
合
に
於
け
る
グ

w
デ
ジ
紙
幣
は
交
換
貨
幣
ピ
は
云
ひ
得
な
い
こ
ど
に
な
る
。

吾
々
の
質
成
Z
吾
々
の
意
識
さ
は
相
互
に
関
係
し
合
ふ
。
計
算
貨
鮮
の
畿
展
な
〈
し
て
は
交
換
貨
幣
の
後
展
は

不
可
能
で
ゐ
る
が
、
交
換
食
鮮
の
畿
展
な
〈
し
て
も
計
算
貨
融
市
の
後
展
は
不
可
能
で
あ
b
、
純
粋
に
濁
立
の
貨
幣

計
算
、
貨
傍
意
識
な
る
も
の
以
論
理
的
仁
も
歴
史
的
に
も
存
在

L
待
な
い
で
あ
ら
う
。

設

宛

ヨι

第
二
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巷

計
算
貨
幣
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交
換
貨
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